
(様式第 10) 

 附 総 第 832 号  

平成 27 年 10 月 2 日  

  
  厚生労働大臣 塩崎 恭久 殿 

開設者名 公立大学法人横浜市立大学    

理事長 二見 良之   (印)  

 

横浜市立大学附属病院の業務に関する報告について 

 

 標記について、医療法（昭和 23 年法律第 205 号）第 12 条の 3 第の規定に基づき、平成２６年度の

業務に関して報告します。 

記 

1 開設者の住所及び氏名 

 住   所 〒236-0027 横浜市金沢区瀬戸22-2 
 氏   名  公立大学法人横浜市立大学 

(注) 開設者が法人である場合は、「住所」欄には法人の主たる事務所の所在地を、「氏名」欄には

法人の名称を記入すること。 

 

2 名  称 

 横浜市立大学附属病院 

 

3 所在の場所 

〒236-0004 横浜市金沢区福浦3-9 
                               電話(045)787－2800  

 

4 診療科名 

4-1 標榜する診療科名の区分 

○1 医療法施行規則第六条の四第一項の規定に基づき、十六診療科名すべてを標榜 

2 医療法施行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度か

つ専門的な医療を提供する特定機能病院として、十以上の診療科名を標榜 
(注) 上記のいずれかを選択し、番号に○印を付けること。 

 

4-2 標榜している診療科名 

(1)内科 

内科 ○有 ・ 無 

 内科と組み合わせた診療科名等 

  1 リウマチ・血液・感染症内科 2 腎臓・高血圧内科 3 内分泌・糖尿病内科 

 診療実績 
 
 
 
(注) 1 「内科」欄及び「内科と組み合わせた診療科名等」欄については、標榜している診療科名に

ついて記入すること。 

(注) 2 「リウマチ科」及び「アレルギー科」についても、「内科と組み合わせた診療科等」欄に記

入すること。 

(注) 3 「診療実績」欄については、医療法施行規則第六条の四第三項の規定により、他の診療科で

医療を提供している場合に記入すること。 

 



 

(2)外科 

外科 ○有 ・ 無 

 外科と組み合わせた診療科名 

  1 一般外科 2 消化器・肝移植外科 3 臨床腫瘍科・乳腺外科 

 診療実績 
 
 
 
(注) 1 「外科」欄及び「外科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名につ

いて記入すること。 

(注) 2 「診療実績」欄については、医療法施行規則第六条の四第三項の規定により、他の診療科で

医療を提供している場合に記入すること。 

 

(3)その他の標榜していることが求められる診療科名 

 ○1精神科  ○2小児科  ○3整形外科  ○4脳神経外科  ○5皮膚科   ○6泌尿器科 

○7産婦人科  8産科     9婦人科   ○10眼科      ○11耳鼻咽喉科 ○12放射線科 
 13放射線診断科  14放射線治療科      ○15麻酔科     ○16救急科 

(注） 標榜している診療科名の番号に〇印を付けること。 

 

(4)歯科 

歯科 ○有 ・ 無 

歯科と組み合わせた診療科名 

  1 歯科・口腔外科・矯正歯科        

 歯科の診療体制 
 
 

 
(注) 1 「歯科」欄及び「歯科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名につ

いて記入すること。 

(注) 2 「歯科の診療体制」欄については、医療法施行規則第六条の四第五項の規定により、標榜し

ている診療科名として「歯科」を含まない病院については記入すること。 

 

(5)(1)～(4)以外でその他に標榜している診療科名 

  1 呼吸器科 2 循環器科 3 消化器科  4 神経内科 5 心臓血管外科  

6 リハビリテーション科 7 形成外科   8 病理診断科 

(注) 標榜している診療科名について記入すること。 

 

5 病床数 

 精 神     感染症     結 核     療 養     一 般      合 計  

26床 0床 16床 0床 612床 654床 

 

 

 

 

 

 

 



 

6 医師、歯科医師、薬剤師、看護師及び准看護師、管理栄養士その他の従業者の員数  

（平成 27 年 9 月 1 日現在） 

  職  種  常 勤  非常勤  合 計   職  種  員 数   職   種 員 数 

 医  師      471人 77人 485.5人  看 護 補 助 者        48人 診療エックス線

技師 

0人 

 歯 科 医 師      22人 1人 22.4人  理 学 療 法 士        12人 臨床 

 

検査 

臨床検査技

師 

67人 

 薬 剤 師      42人 14人 54.4人  作 業 療 法 士        7人 衛生検査技

師 

0人 

 保 健 師      0人 0人 0人  視 能 訓 練 士        6人 そ の 他       0人 

 助 産 師      0人 0人 0人  義 肢 装 具 士        0人 あん摩マッサージ指圧師 0人 

 看 護 師      714人 49人 749.7人  臨 床 工 学 士 15人 医療社会事業従

事者 

0人 

 准 看 護 師      0人 0人 0人  栄  養  士        3人 その他の技術員        5人 

 歯科衛生士 2人 2人 4人  歯 科 技 工 士        1人 事 務 職 員        99人 

 管理栄養士 9人 0人 9人  診療放射線技師 44人 その他の職員        27人 

 (注) 1 申請前半年以内のある月の初めの日における員数を記入すること。 

    2 栄養士の員数には、管理栄養士の員数は含めないで記入すること。 

     3 「合計」欄には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した      

員数と常勤の者の員数の合計を小数点以下 2 位を切り捨て、小数点以下 1 位まで算出して記入

すること。それ以外の欄には、それぞれの員数の単純合計員数を記入すること。 

 

7  専門の医師数                         （平成 27 年９月１日現在） 

専門医名 人 数 専門医名 人 数 

総合内科専門医 28 人 眼 科 専 門 医 9 人 

外 科 専 門 医 29 人 耳鼻咽喉科専門医 9 人 

精 神 科 専 門 医 12 人 放射線科専門医 10 人 

小 児 科 専 門 医 12 人 脳神経外科専門医 6 人 

皮 膚 科 専 門 医 7 人 整形外科専門医 15 人 

泌尿器科専門医 7 人 麻 酔 科 専 門 医 20 人 

産婦人科専門医 6 人 救 急 科 専 門 医 10 人 

  合 計 180 人 

 (注) 人数には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した       

員数と常勤の者の員数の合計を小数点以下 1 位を切り捨て、整数で算出して記入すること。 

 

8 前年度の平均の入院患者、外来患者及び調剤の数 

  歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科の前年度の平均の入院患者及び外来患者の数 

   歯 科 等 以 外   歯 科 等   合   計 
 １日当たり平均入院患者数        558人               17人              575人 
 １日当たり平均外来患者数              1,854人                78人            1,932人 
 １日当たり平均調剤数                                                             607 剤 

必要医師数 163人  
必要歯科医師数 ３人  
必要薬剤師数 19人  

必要（准）看護師数 353人  
（注)1 「歯科等」欄には、歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科を受診した患者数を、「歯 

科等以外」欄にはそれ以外の診療料を受診した患者数を記入すること。 

  2 入院患者数は、年間の各科別の入院患者延数(毎日の 24 時現在の在院患者数の合計)を暦日 

で除した数を記入すること。 



  3 外来患者数は、年間の各科別の外来患者延数をそれぞれ病院の年間の実外来診療日数で除し 

た数を記入すること。 

  4 調剤数は、年間の入院及び外来別の調剤延数をそれぞれ暦日及び実外来診療日数で除した数 

を記入すること。 

     5  必要医師数、必要歯科医師数、必要薬剤師数及び必要（准）看護師数については、医療法

施行規則第二十二条の二の算定式に基づき算出すること。 

 

9 施設の構造設備 

施 設 名  床面積  主要構造       設    備    概    要 

集中治療室 

 

 

     m 2 

181 

鉄骨造 

 

   病 床 数  ８ 床  心  電  計  ○有・無 

   人工呼吸装置  ○有・無  心細動除去装置  ○有・無 

   その他の救急蘇生装置  ○有・無  ペースメーカー  有・○無 

無菌病室等 

 

［固定式の場合］ 床面積 11.55～13.43m 2      病床数 １１床 

［移動式の場合］ 台 数       台 

医 薬 品 

情報管理室 

［専用室の場合］ 床  積 32  m 2 

［共用室の場合］ 共用する室名 

化学検査室 1278 m 2 鉄骨造   （主な設備）生化学多項目自動分析装置、 
検体前処理・搬送システム 

細菌検査室  145 m 2 鉄骨造   （主な設備）自動細菌検査装置、全自動血液培養装置 

病理検査室  312 m 2 鉄骨造   （主な設備）自動免疫染色装置、電子顕微鏡 

病理解剖室  220 m 2 鉄骨造   （主な設備）解剖室2室、更衣室、安置室（冷蔵室） 

研 究 室 14749m 2 鉄骨造   （主な設備）動物実験センター、RIセンター、臨床研究棟 

講 義 室  277 m 2 鉄骨造    室数    2  室  収容定員    180     人 

図 書 室 2398 m 2 鉄骨造    室数    1  室  蔵 書 数  15万8600 冊程度 

 

 

10 紹介率及び逆紹介率の前年度の平均値 

算 定 期 間 平成26年4月1日～平成27年3月31日 
87.7 ％ 逆 紹 介 率  58.8 ％ 

Ａ：紹 介 患 者 の 数                                                     15,573 人 

Ｂ：他の病院又は診療所に紹介した患者の数                                  11,095 人 

Ｃ：救急用自動車によって搬入された患者の数                                    977 人 

Ｄ：初 診 の 患 者 の 数                                                     18,868 人 

(注) 1 「紹介率」欄は、Ａ、Ｃの和をＤで除した数に 100 を乗じて小数点以下第 1 位まで記入する

こと。 

2  「逆紹介率」欄は、ＢをＤで除した数に 100 を乗じて小数点以下第 1 位まで記入すること。 

3 Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄは、それぞれの前年度の延数を記入すること。 

 

 



1  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数

1人　

5人　

1人　

0人　

0人　

1人　

0人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

(注） 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第二各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注） 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

高度の医療の提供の実績

先　進　医　療　の　種　類   

骨髄細胞移植による血管新生療法

末梢血幹細胞による血管再生治療

多焦点眼内レンズを用いた水晶体再建術

実物大臓器立体モデルによる手術支援

定量的CTを用いた有限要素法による骨強度予測評価

急性リンパ性白血病細胞の免疫遺伝子再構成を利用した定量的PCR法による骨髄微小残存病変（MRD）
量の測定

硬膜外自家血注入療法

（様式第2）



2  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数

0人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

(注) 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第三各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注) 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

高度の医療の提供の実績

先　進　医　療　の　種　類   

FDGを用いたポジトロン断層・コンピューター断層複合撮影による不明熱の診断 不明熱（画像検査、血液
検査及び尿検査により診断が困難なものに限る。）   （H27.6.1承認）

（様式第2）



3　その他の高度の医療

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

該当なし

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

高度の医療の提供の実績

（注） 1　当該医療機関において高度の医療と判断するものが他にあれば、前年度の実績を記入すること。

（注） 2　医療法施行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医
療を提供する特定機能病院として十以上の診療科名を標榜する病院については、他の医療機関での実施状況を含め、
当該医療技術が極めて先駆的であることについて記入すること（当該医療が先進医療の場合についても記入すること）。

（様式第2）



疾　　　患　　　名 取扱患者数 疾　　　患　　　名 取扱患者数

 ・ベーチェット病 219人　  ・膿疱性乾癬 10人　

 ・多発性硬化症 93人　  ・広範脊柱管狭窄症 8人　

 ・重症筋無力症 106人　  ・原発性胆汁性肝硬変 52人　

 ・全身性エリテマトーデス 366人　  ・重症急性膵炎 9人　

 ・スモン 1人　  ・特発性大腿骨頭壊死症 93人　

 ・再生不良性貧血 37人　  ・混合性結合組織病 61人　

 ・サルコイドーシス 102人　  ・原発性免疫不全症候群 20人　

 ・筋萎縮性側索硬化症 30人　  ・特発性間質性肺炎 8人　

 ・強皮症，皮膚筋炎及び多発性筋炎 330人　  ・網膜色素変性症 36人　

 ・特発性血小板減少性紫斑病 48人　  ・プリオン病 3人　

 ・結節性動脈周囲炎 48人　  ・肺動脈性肺高血圧症 14人　

 ・潰瘍性大腸炎 82人　  ・神経線維腫症 25人　

 ・大動脈炎症候群 44人　  ・亜急性硬化性全脳炎 0人　

 ・ビュルガー病 19人　  ・バッド・キアリ（Budd-Chiari）症候群 1人　

 ・天疱瘡 38人　  ・慢性血栓塞栓性肺高血圧症 21人　

 ・脊髄小脳変性症 126人　  ・ライソゾーム病 4人　

 ・クローン病 26人　  ・副腎白質ジストロフィー 1人　

 ・難治性の肝炎のうち劇症肝炎 0人　  ・家族性高コレステロール血症（ホモ接合体） 1人　

 ・悪性関節リウマチ 19人　  ・脊髄性筋委縮症 1人　

 ・球脊髄性筋委縮症 2人　

 ・慢性炎症性脱髄性多発神経炎 25人　

 ・アミロイドーシス 3人　  ・肥大型心筋症 1人　

 ・後縦靭帯骨化症 52人　  ・拘束型心筋症 0人　

 ・ハンチントン病 0人　  ・ミトコンドリア病 10人　

 ・モヤモヤ病（ウィリス動脈輪閉塞症） 21人　  ・リンパ脈管筋腫症（ＬＡＭ） 0人　

 ・ウェゲナー肉芽腫症 10人　  ・重症多形滲出性紅斑（急性期） 0人　

 ・特発性拡張型（うっ血型）心筋症 30人　  ・黄色靱帯骨化症 2人　

 ・表皮水疱症（接合部型及び栄養障害型） 0人　

（注）　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

53人　

高度の医療の提供の実績

 ・パーキンソン病関連疾患（進行性核上性麻痺、
大脳皮質基底核変性症及びパーキンソン病）

212人　

 ・多系統萎縮症（線条体黒質変性症、オリーブ橋
小脳萎縮症及びシャイ・ドレーガー症候群）

38人　
 ・間脳下垂体機能障害
（ＰＲＬ分泌異常症、ゴナドトロピン分泌異常症、ＡＤ
Ｈ分泌異常症、下垂体性ＴＳＨ分泌異常症、クッシン
グ病、先端巨大症、下垂体機能低下症）

4　特定疾患治療研究事業対象疾患についての診療

（様式第2）



5　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（基本診療科）

　・ハイリスク妊娠管理加算

　・

　・

　・

　・

　・ 　・

　・

　・

　・

　・

　・特定集中治療室管理料３

　・ハイケアユニット入院医療管理料２

　・小児入院医療管理料３

　・

　・

　・

　・医療安全対策加算１

　・感染防止対策地域連携加算

　・褥瘡ハイリスク患者ケア加算

　・ハイリスク分娩管理加算

　・救急搬送患者地域連携紹介加算

　・病棟薬剤業務実施加算

　・歯科外来診療環境体制加算

　・臨床研修病院入院診療加算

　・超急性期脳卒中加算

　・診療録管理体制加算２

　・看護職員夜間配置加算

　・重症者等療養環境特別加算

　・無菌治療室管理加算２

　・精神科身体合併症管理加算

　・摂食障害入院医療管理加算

　・

　・

　・

　・退院調整加算

　・後発医薬品使用体制加算２

　・データ提出加算２

　・ハイケアユニット入院医療管理料１

　・新生児特定集中治療室管理料１

　・無菌治療室管理加算１

　・緩和ケア診療加算

　・精神科リエゾンチーム加算

　・がん診療連携拠点病院加算

　・感染防止対策加算１

　・患者サポート体制充実加算

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・地域歯科診療支援病院歯科初診料

　・特定機能病院入院基本料　　 ７対１

　・救急医療管理加算

　・妊産婦緊急搬送入院加算

　・急性期看護補助体制加算　　50対1

　・療養環境加算

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

　・外来化学療法加算１ 　・無菌製剤処理料

　・ポジトロン断層撮影又はポジトロン断層・コンピューター断
層複合撮影

　・ＣＴ撮影及びＭＲＩ撮影

　・冠動脈ＣＴ撮影加算 　・大腸ＣＴ撮影加算

　・心臓ＭＲＩ撮影加算 　・抗悪性腫瘍剤処方管理加算

　・ロービジョン検査判断料 　・コンタクトレンズ検査料１

　・ＣＴ透視下気管支鏡検査加算 　・画像診断管理加算１

　・内服・点滴誘発試験 　・センチネルリンパ節生検

　・時間内歩行試験 　・ヘッドアップティルト試験

　・神経学的検査 　・補聴器適合検査

　・皮下連続式グルコース測定 　・長期継続頭蓋内脳波検査

　・ＨＰＶ核酸検出およびＨＰＶ核酸検出（簡易ジェノタイプ判
定）

　・検体検査管理加算（Ⅰ）

　・植込型心電図検査 　・胎児心エコー法

　・検体検査管理加算（Ⅳ） 　・遺伝カウンセリング加算

　・医療機器安全管理料１ 　・医療機器安全管理料２

　・持続血糖測定器加算 　・造血器腫瘍遺伝子検査

　・医療機器安全管理料（歯科） 　・歯科治療総合医療管理料

　・地域連携診療計画管理料 　・がん治療連携計画策定料

　・肝炎インターフェロン治療計画料 　・薬剤管理指導料

　・がん治療連携管理料 　・認知症専門診断管理料

　・がん患者指導管理料２ 　・外来緩和ケア管理料

　・移植後患者指導管理料（造血幹細胞移植後） 　・糖尿病透析予防指導管理料

　・外来放射線照射診療料 　・ニコチン依存症管理料

　・夜間休日救急搬送医学管理料 　・外来リハビリテーション診療料

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・ウイルス疾患指導料 　・植込型除細動器移行期加算

　・高度難聴指導管理料 　・糖尿病合併症管理料

　・がん性疼痛緩和指導管理料 　・がん患者指導管理料１

高度の医療の提供の実績

（様式第2）



　・人工肛門・人工膀胱造設術前処置加算

　・歯周組織再生誘導手術

　・麻酔管理料（Ⅰ）

　・早期悪性腫瘍大腸粘膜下層剥離術

　・体外衝撃波腎・尿管結石破砕術

　・腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術

　・腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術

　・腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに限る）

　・輸血管理料（Ⅰ）

　・両心室ペースメーカー移植術及び両心室ペースメーカー
交換術

　・両室ペーシング機能付き植込型除細動器移植術及び両
室ペーシング機能付き植込型除細動器交換術

　・補助人工心臓

　・腹腔鏡下小切開骨盤内リンパ節群郭清術

　・体外衝撃波胆石破砕術

　・生体部分肝移植術

　・網膜再建術

　・内視鏡下鼻・副鼻腔手術Ｖ型（拡大副鼻腔手術）

　・乳がんセンチネルリンパ節加算２

　・経皮的冠動脈形成術

　・経皮的冠動脈ステント留置術

　・ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術

　・透析液水質確保加算２

　・腹腔鏡下小切開腎部分切除術、腹腔鏡下小切開
腎摘出術、腹腔鏡下小切開腎（尿管）悪性腫瘍手術

　・腹腔鏡下小切開膀胱悪性腫瘍手術

　・腹腔鏡下小切開前立腺悪性腫瘍手術

　・医科点数表第２章第10部手術の通則５及び６
（歯科点数表第２章第９部の通則４を含む。）に掲げる手術

　・悪性黒色腫センチネルリンパ節加算

　・骨移植術（軟骨移植術を含む）（自家培養軟骨移植術に
限る）

　・脳刺激装置植込術（頭蓋骨内電極植込術を含む。）及び
脳刺激装置交換術

　・緑内障手術〔緑内障治療用インプラント挿入術（プレート
のあるもの）〕

　・広範囲顎骨支持型装置埋込手術

　・麻酔管理料（Ⅱ）

　・自己生体組織接着剤作成術

　・内視鏡手術用支援機器加算

　・大動脈バルーンパンピング法（ＩＡＢＰ法）

　・経皮的大動脈遮断術

　・ダメージコントロール手術

　・腹腔鏡下肝切除術

　・腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術

　・腹腔鏡下小切開副腎摘出術

　・乳がんセンチネルリンパ節加算１

　・ゲル充填人工乳房を用いた乳房再建術（乳房切除後）

　・経皮的冠動脈形成術（特殊カテーテルによるもの）

　・経皮的中隔心筋焼灼術

　・植込型心電図記録計移植術及び植込型心電図記録計摘
出術

　・植込型除細動器移植術及び植込型除細動器交換術
及び経静脈電極抜去術（レーザーシースを用いるもの）

　・ＣＡＤ／ＣＡＭ冠

　・組織拡張器による再建手術〔乳房（再建手術）の場合に限
る〕

　・脳腫瘍覚醒下マッピング加算

　・脊髄刺激装置植込術及び脊髄刺激装置交換術

　・網膜付着組織を含む硝子体切除術（眼内内視鏡を用いる
もの）

　・人工内耳植込術，植込型骨導補聴器移植術および植込
型骨導補聴器交換術

　・脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅰ） 　・運動器リハビリテーション料（Ⅰ）

　・がん患者リハビリテーション料

　・精神科ショート・ケア「小規模なもの」

　・医療保護入院等診療料

　・エタノールの局所注入（副甲状腺）

　・呼吸器リハビリテーション料（Ⅰ）

　・歯科口腔リハビリテーション料２

　・抗精神病特定薬剤治療指導管理料（治療抵抗性統合失
調症治療指導管理料に限る。）

　・エタノールの局所注入（甲状腺）



　・クラウン・ブリッジ維持管理料

　・顎口腔機能診断料（顎変形症（顎離断等の手術を必要と
するものに限る。）の手術前後における歯科矯正に係るもの）

　・放射線治療専任加算

　・高エネルギー放射線治療

　・強度変調放射線治療（ＩＭＲＴ）

　・体外照射呼吸性移動対策加算

　・定位放射線治療呼吸性移動対策加算 　・病理診断管理加算２

　・歯科矯正診断料

　・

　・外来放射線治療加算

　・１回線量増加加算

　・画像誘導放射線治療（ＩＧＲＴ）

　・直線加速器による放射線治療（定位放射線治療）



7　健康保険法の規定による療養に要する費用の額の算定方法に先進医療から採り入れられた医療技術

8　病理・臨床検査部門の概要

１．臨床検査部門と病理診断部門は別々である。

２．臨床検査部門と病理診断部門は同一部門にまとめられている。

剖検症例数　　　　　　４３例　　　／　　剖検率　 13.87%

　・腹腔鏡下根治的膀胱全摘除術

　・

　・

　・

　・

　・

　・腹腔鏡下子宮体がん根治術

臨床部門が病理診断部門或いは臨床検査部門と開催
した症例検討会の開催頻度

１４回／月

剖　検　の　状　況

　・

　・

　・

　・ 　・

(注) 1　特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入しなくともよいこと。
(注) 2　「施設基準等の種類」欄には、特定機能病院の名称の承認申請又は業務報告を行う３年前の４月以降に、健康保険法の規
定による療養に要する費用の額の算定方法（平成六年厚生省告示第五十四号）に先進医療（当該病院において提供していたもの
に限る。）から採り入れられた医療技術について記入すること。

臨床検査及び病理診断を実施する部門の状況

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・内視鏡的大腸粘膜下層剥離術

　・乳がんにおけるセンチネルリンパ節の同定と転移の検
索

　・

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　等　の　種　類 施　設　基　準　等　の　種　類

　・インプラント義歯 　・超音波骨折治療法

　・三次元再構築画像による股関節疾患の診断および治
療

　・抗悪性腫瘍剤感受性検査（HDRA法又はCD-DST法）

（様式第2）



1  研究費補助等の実績

金   額

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

基盤研究 B　ゲノムワイド解析か
ら同定した新規高血圧遺伝子：
ATP2B1,LPIN1（H25〜H27）

水木信久 眼科学 50万円 （厚労科研）

基盤研究 B　網膜格子状変性
の発症に関わるCOL4A4遺伝子
の詳細なゲノム解析

西出忠之 眼科学 70万円 （厚労科研）

基盤研究 C　人犬共通の緑内
障感受性遺伝子SRBD1の詳細
なゲノム解析：（H26〜H28）

水木信久 眼科学 45万円 （厚労科研）

 新学術領域　ベーチェット病な
どのHLA関連遺伝性眼疾患に
おける疾患特異的な多型の網
羅的検索(H22~26)

水木信久 眼科学 880万円 （厚労科研）

ベーチェット病に関する調査研
究

水木信久 眼科学 412万4千円 （厚労科研）

甲状腺未分化癌の抗癌剤効果
予測とヒストン修飾に対する治療
法確立を目指した発現解析．

菅沼伸康 外科治療学 110万円

文部科学省化科
学研究費　基盤研
究(C)（2014-2016
年度）

 KRAS変異・高増殖活性型肺腺
癌の分子病理学的特性 (S100
蛋白質の関与)

禹　哲漢

同一胃癌症例の原発組織、非
癌部粘膜、血液、腹水を用いた
胃癌の治療・再発についての研
究．

利野　靖 外科治療学 2,000万円

眼科学 510万円 （厚労科研）

外科治療学 150万円

文部科学省科学
研究費　基盤研究
(C)（2014年-2016
年度）

次世代がん研究
シーズ戦略的育
成プログラム　が
ん臨床シーズ育成
領域　分子プロ
ファイリングによる
新規標的同定を
通じた難治がん治
療法開発，2014年

外科治療学 169万円

文部科学省科学
研究費補助金 基
盤研究(C) (平成
25年～27年度)

胃癌のバイオマーカーによるリス
ク層別化キットと低分子抗癌剤
の開発．

大島　貴

基盤研究 B　次世代シークエン
サーを用いた遅発型発達緑内
障多発家系によるエクソーム解
析(H25~27)

水木信久

文部科学省科学
研究費　基盤研究
(C)（2013-2015年
度）

益田宗孝 150万円

文部科学省科学
研究費　基盤研究
(C)（2014-2016年
度）

大動脈疾患における弾性線維
形成異常の臨床的解析．

鈴木伸一

外科治療学

外科治療学 130万円

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所  属  部  門 補助元又は委託元

大動脈瘤発生機序に関する遺
伝子解析を中心とした統合的解
析と治療適応の確立．

（様式第3）



補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

HPVワクチンの有効性と安全性
の評価のための大規模疫学研
究．

宮城悦子 産婦人科学
研究代表者一

括計上

厚生労働科学研
究委託費（革新的
がん医療実用化
研究事業）研究代
表者一括計上

ANXA4サブタイプの機能解析
に基づく卵巣明細胞腺癌の抗
がん剤耐性克服戦略の研究．

宮城悦子 産婦人科学 100万円

文部科学省学術
研究助成基金助
成金 基盤研究
（C)　(平成25年度)

子宮頸がん検診における細胞
診とＨＰＶ検査併用の有用性に
関する研究．

宮城悦子 産婦人科学 100万円

厚生労働科学研
究委託費（革新的
がん医療実用化
研究事業）

生殖・先天異常ならびに周産期
異常における葉酸・葉酸代謝の
果たす役割に関する研究．

平原史樹 産婦人科学 90万円
文科省科学研究
費　基盤研究（C）

出生前診断における遺伝カウン
セリング及び支援体制に関する
研究．

平原史樹 産婦人科学 500万円

厚生労働科学研
究費（成育疾患克
服等次世代育成
基盤研究事業）

分担研究課題　妊婦の風疹罹
患および先天性風疹症候群の
発生抑制等，胎児期の罹患予
防に関する研究：ワクチンにより
予防可能な疾患に対する予防
接種の科学的根拠の確立及び
対策の向上に関する研究．

平原史樹 産婦人科学 120万円

厚生労働科学研
究費（新型インフ
ルエンザ等新興・
再興感染症研究
事）

先天異常モニタリングに関する
研究．

平原史樹 産婦人科学 300万円
日本産婦人科医
会　おぎゃー献金
基金

先天異常モニタリング解析によ
る本邦の先天異常発生状況の
推移とその影響・要因（放射線
被ばくの影響，出生前診断の影
響等を含む）に関する研究．

平原史樹 産婦人科学 540万円

厚生労働科学研
究費（成育疾患克
服等次世代育成
基盤研究事業）

若手研究 A ブタクサ花粉アレル
ギーモデルを用いたHLA機能
制御分子の探索

河越龍方 眼科学 310万円 （厚労科研）

革新的な地域医療マネジメント
モデルの構築と評価に関する研
究.

根本明宜 医療情報部 50万円

市立大学平成２５
年度戦略的研究
推進費(2013-
2015)

（代，学内共同研究）：エコチル
調査（環境省子どもの健康と環
境に関する全国調査）

平原史樹 産婦人科学 1億5,900万円 環境省

若手研究 B　サルコイドーシス
の病態形成を規定する遺伝要
因の解明

渋谷悦子 眼科学 140万円 （厚労科研）

人体動作取得解析ｼｽﾃﾑの開発
およびエキスパート看護師の動
作の一般応用可能性の検証．

根本明宜 医療情報部 10万円

平成24年度科学
研究費補助金基
盤研究(c)（2012-
2013

若手研究 B　Imputation法を利
用したサルコイドーシスのゲノム
ワイド関連解析

目黒　明 眼科学 210万円 （厚労科研）
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未熟児特有のアミノ酸代謝に基
づいた動脈管開存症を軽減しう
るアミノ酸輸液組成の検討

藤田秀次郎 小児科学 50万円
科学研究費助成
事業 基盤研究
（C）

骨密度と筋力を考慮した有限要
素法解析による変形性股関節
症の進行予測と術後評価．

稲葉　裕 整形外科学 156万円
平成26年度科学
研究費補助金（基
盤研究（C））

疾患iPS細胞を用いた新規プロ
テアソーム不全症（中條-西村症
候群）の病態解析.

柳町昌克 小児科学 500万円
科学研究費助成
事業 若手（B）

難治性川崎秒の診断と治療法
の開発

伊藤秀一 小児科学 100万円
平成26年度国立
成育医療研究開
発費

周産期医療における新生児医
療に携わる医師の養成に係る研
修プログラムに関する研究.

西巻 滋 小児科学 410万円
神奈川県医師確
保・地域医療力向
上事業補助

成育希少疾患の症例登録と遺
伝学的診断に関する研究

伊藤秀一 小児科学 100万円
平成26年度国立
成育医療研究開
発費

成育医療及および臨床研究の
均てん化・向上に結びつく政策
提言のための研究

伊藤秀一 小児科学 30万円
平成26年度国立
成育医療研究開
発費

重症の腸管出血性大腸菌感染
症の病原性因子及び診療の標
準化に関する研究

伊藤秀一 小児科学 50万円

平成26年度厚生
労働科学研究費
補助金（新型イン
フルエンザ等新
興・再興感染症研
究事業（新興・再
興感染症に対する
革新的医薬品等
開発推進研究事

小児難治性ネフローゼ症候群に
対する新規治療法の開発を目
指した全国多施設共同臨床試
験

伊藤秀一 小児科学 300万円

平成26年度厚生
労働科学研究費
補助金（医療技術
実用化総合研究
事業（臨床研究・
治験推進研究事
業））

先天性心疾患に合併するチア
ノーゼ腎症の発症機序の解明

伊藤秀一 小児科学 50万円
科学研究費助成
事業 基盤研究
（C）

腎・泌尿器系の希少・難治性疾
患群に関する診断ン基準・診療
ガイドラインの確立

伊藤秀一 小児科学 100万円

平成26年度厚生
労働科学研究費
補助金　難治性疾
患等政策研究事
業（難治性疾患政
策研究事業）

子宮平滑筋腫が巨大に発育す
る分子生物学的機序に関する
研究．

佐藤美紀子 産婦人科学 120万円

文部科学省学術
研究助成基金助
成金 基盤研究
（C)　(平成25年度)

癌

癌

癌

癌

癌

癌

癌

癌

癌

癌

癌

癌



補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

シロドシンを用いた膀胱癌の発
生・進展の分子メカニズム解明と
治療への応用.

河原崇司 泌尿器科学 150万円
東京生化学研究
会、研究奨励賞

PGCの多能性維持における精
巣体細胞と相互作用

横西哲弘 泌尿器科学 350万円

上原記念生命科
学財団 海外留学
助成リサーチフェ
ローシップ

免疫抑制剤による前立腺癌新
規治療法の開発.

河原崇司 泌尿器科学 200万円
上原記念生命科
学財団 研究奨励
金

腎癌の治療反応性に特異的な
分子シグナル経路の同定とその
臨床応用研究．

矢尾正祐 泌尿器科学 130万円
文部科学省科学
研究費補助金

FDG PET/CTを活用した腎細胞
癌の血液マーカー・新規治療法
開発のための研究

中井川　昇 泌尿器科学 195万円
文部科学省科学
研究費補助金

膀胱上皮内癌の診断のための
可視光応答型光触媒ナノ粒子
の開発研究、挑戦的萌芽研究

窪田吉信 泌尿器科学 156万円
文部科学省科学
研究費補助金

腹腔鏡手術操作における加える
力と触覚の測定と定量化の研
究.

林　成彦 泌尿器科学 273万円
文部科学省科学
研究費補助金

抗アンドロゲン療法による膀胱
癌の再発抑制.

泉　浩司 泌尿器科学 195万円
文部科学省科学
研究費補助金

アンジオテンシン1-7による前立
腺癌細胞のアンドロゲンレセプ
ター発現調整の解明．

上村博司 泌尿器科学 156万円
文部科学省科学
研究費補助金

バート・ホッグ・デュベ症候群の
分子病態解明と新規の診断
マーカー及び治療標的分子の
探索研究．

矢尾正祐 泌尿器科学 808万5千円
文部科学省，科学
技術振興機構

特発性大腿骨頭壊死症のバイ
オメカニクス的検討．

稲葉　裕 整形外科学 21万3千円
特発性大腿骨頭
壊死症のバイオメ
カニクス的検討．

特発性大腿骨頭壊死症の治療
法確立と革新的予防法開発に
むけた全国学際研究．

稲葉　裕 整形外科学 10万円

平成26年度厚生
労働科学研究委
託事業（難治性疾
患実用化研究事
業）

特発性大腿骨頭壊死症の疫学
調査・診断基準・重症度分類の
改訂と診療ガイドライン策定を目
指した大規模多施設研究
（26070201）．

稲葉　裕 整形外科学 40万円

平成26年度厚生
労働科学研究費
補助金（難治性疾
患克服研究事業）

インプラント感染における新しい
術中迅速メチシリン耐性ブドウ
球菌感染診断法の開発．

稲葉　裕 整形外科学 10万円
平成26年度科学
研究費補助金（基
盤研究（C））
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パニック障害における脳構造、
生理機能、臨床症状との関連お
よび性差．

浅見剛 精神医学 170万円 日本学術振興会

前頭側頭葉変性症の臨床病理
学的研究

勝瀬大海 精神医学 150万円 日本学術振興会

統合失調症における機能的電
気刺激による運動療法の開発
（主任研究者：藤林真美）

岸田郁子 精神医学 5万円 日本学術振興会

統合失調症の診断,治療法の開
発に関する研究：高齢統合失調
症患者の病態とリカバリーに基
づく心理教育に関する研究（主
任研究者：中込）

平安良雄 精神医学 150万円
厚生労働省精神・
神経疾患研究委
託費, 平成26年

認知・脳機能を基盤とした大学
生のインターネット依存と留年・
休学予防プログラム作成(主任
研究者：池田英二)

平安良雄 精神医学 5万円
学術研究助成基
金助成金,平成26
年

13C呼気試験法を用いたボラン
ティアに対するルビプロストン（ア
ミティーザ®）投与時の胃排出時
間の検討，共同研究

稲森正彦 臨床研修センター 390万5千円
アボットジャパン株
式会社

救命救急センターにおける自殺
未遂者再発防止事業．

平安良雄 精神医学 500万円
横浜市受託研究
費、平成26年

前立腺癌永久挿入密封線源療
法における最適なシード線源数
の予測式作成．

村上朋史 放射線部 20万円
横浜総合医学復
興財団，2013.10
～2014.10

カプセル内視鏡を用いたボラン
ティアに対するルビプロストン（ア
ミティーザ®）とプラセボを用いた
二重盲検比較試験（胃排出時
間・小腸排出時間の検討），共
同研究

稲森正彦 臨床研修センター 584万3千円
アボットジャパン株
式会社

肺腺癌の悪性化に関わるケモカ
インネットワークの解明

梅田茂明 病理診断科 150万円
基盤研究
(B)(2013-2015年)

microRNAから見た早期大腸癌
におけるリンパ節転移に関わる
分子基盤の研究

 立石陽子 病理診断科 140万円
基盤研究
(B)(2014-2016年)

前立腺癌に対する２次ホルモン
療法としてのGnRHアゴニストか
らデガレリクスへの切替療法の
有効性についての検討．

上村博司 泌尿器科学 700万円
アステラス製薬株
式会社

分子異常に基づいた肺腺がん
の分類と浸潤・転移機構の解明

大橋健一 病理診断科 140万円
基盤研究（C）
(2012-2014年)

 3Dプリンターを用いた難治性尿
路結石症に対する軟性尿管鏡
補助下逆行性腎瘻造設術の治
療効果の向上の検討.

河原崇司 泌尿器科学 50万円
内視鏡医学研究
振興財団　研究助
成
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膵癌におけるSMAD4の発現と
微小環境構築による癌進展メカ
ニズムの解明.

 廣島幸彦
消化器・腫瘍外科

学
100万円

文部科学省科学
研究費若手研究
（Ｂ）

膵癌間質のプロテオーム解析.  森隆太郎
消化器・腫瘍外科

学
10万円

文部科学省科学
研究費基盤研究
（Ｃ）

高リスク女性に対する個別化検
診をめざした乳癌罹患定量的ア
ルゴリズムの開発.

 菅江貞亨
消化器・腫瘍外科

学
30万円

文部科学省科学
研究費基礎研究
（Ｃ）

高リスク女性に対する個別化検
診をめざした乳癌罹患定量的ア
ルゴリズムの開発.

 千島隆司
消化器・腫瘍外科

学
35万円

文部科学省科学
研究費基礎研究
（Ｃ）

高リスク女性に対する個別化検
診をめざした乳癌罹患定量的ア
ルゴリズムの開発.

 山田美千代
消化器・腫瘍外科

学
35万円

文部科学省科学
研究費基礎研究
（Ｃ）

課題番号26-10高齢者術後せん
妄予防・治療のための標準化プ
ログラム作成および術前CGA/
虚弱評価による高齢者手術の
安全性評価に関する研究.

 秋山浩利
消化器・腫瘍外科

学
50万円 厚生労働省

大腸癌肝転移巣における癌幹
細胞.

 田中邦哉
消化器・腫瘍外科

学
90万円

文部科学省科学
研究費基盤研究
（Ｃ）

膵癌間質のプロテオーム解析.  遠藤 格
消化器・腫瘍外科

学
180万円

文部科学省科学
研究費基盤研究
（Ｃ）

小児期発症の希少難治性肝胆
膵疾患における包括的な診断・
治療ガイドライン作成に関する
研究.

 遠藤 格
消化器・腫瘍外科

学
15万円

厚生労働科学研
究費（Ｃ）

広汎性発達障害における高次
連合野の刺激応答特性と神経
可塑性．

中村元昭 精神医学 120万円 日本学術振興会

ライソゾーム蓄積病におけるα
シヌクレインの機能と病態への
関与（主任研究者：山口　章）．

鈴木京子 精神医学 30万円 日本学術振興会

軟治性精神疾患と抗NMDA受
容体抗体の関連について．

千葉悠平 精神医学 120万円 日本学術振興会

認知・脳機能を基盤とした大学
生のインターネット依存と留年・
休学予防プログラム作成（主任
研究者：池田英二）．

塩崎一昌 精神医学 5万円 日本学術振興会

ベーチェット病の臨床特徴の検
討－神経ベーチェット病の早期
発見を目指して．

鎌田鮎子 精神医学 60万円 日本学術振興会

癌

癌

癌

癌

癌

癌

癌

癌

癌

癌

癌

癌

癌

癌



補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

 酸化ストレス感受性の発現を呈
す増悪因子APJ受容体に着目し
た動脈硬化症の病態解析.

吉田伸一郎
循環器・腎臓内科

学
70万円

日本学術振興会
科学研究費補助
金（ 研究活動ス
タート支援）
（2013-2014）

血圧感受性遺伝子ATP2B1の血
圧および臓器障害に与える影響
に関する研究．

平和伸仁
循環器・腎臓内科

学
286万円

学術研究助成基
金助成金（基盤研
究(C)）（2013-
2015）

腎臓欠損マウスを用いた異種間
腎臓再生．

橋本達夫
循環器・腎臓内科

学
80万円

学術研究助成基
金助成金（基盤研
究(C)）（2012-
2014）

受容体直接結合性分子に着目
した高血圧関連生活習慣病の
病態解明と新規治療法の探索．

田村功一
循環器・腎臓内科

学
130万円

学術研究助成基
金助成金（基盤研
究(C)），（2012-
2014）

腎障害の進展における受容体
結合型腎保護分子の病態生理
学的意義の検討.

大澤正人
循環器・腎臓内科

学
143万円

科学研究費補助
金（研究活動ス
タート支援），
(2014-2015)

非ST上昇型急性心筋梗塞
（NSTEMI)における持続血糖測
定器（OGM)を用いた血糖変動
（GV)の心機能に及ぼす影響：
心臓超音波検査による心筋スト
レイン法との比較検討.

岩橋徳明
循環器・腎臓内科

学
240万円

アストラゼネカ研
究サポート,
（2014,11～
2019.3）

大腸癌肝転移巣における癌幹
細胞.

 廣島幸彦
消化器・腫瘍外科

学
20万円

文部科学省科学
研究費基盤研究
（Ｃ）

ATP2B1遺伝子のカルシウム動
態への影響とその臨床応用.

藤原亮
循環器・腎臓内科

学
70万円

一般財団法人横
浜総合医学振興
財団「わかば研究
助成」

ゲノムワイド解析から同定した新
規高血圧遺伝子：ATP2B1，
LPTNIの機能解析．

梅村敏
循環器・腎臓内科

学
310万円

学術研究助成基
金助成金（基盤研
究(B)），（2013-
2015）

冠細小動脈の最大充血なしに
冠動脈狭窄の虚血を予測できる
か？

日比潔
循環器・腎臓内科

学
416万円

科学研究費助成
事業学術研究助
成基金助成金（基
盤研究（C）），
（2014-2016）

尿細管性機序に基づく食塩感
受性・高血圧症の分子病態の解
明と展開。

石上友章
循環器・腎臓内科

学
150万円

学術研究助成基
金助成金（基盤研
究(C)），（2014-
2016）

受容体結合型の食塩感受性高
血圧抑制因子に着目した慢性
腎臓病の病態解明および病態
制御の試み．

田村功一
循環器・腎臓内科

学
90万円

公益財団法人ソル
トサイエンス研究
財団

膵癌間質のプロテオーム解析.  廣島幸彦
消化器・腫瘍外科

学
20万円

文部科学省科学
研究費基盤研究
（Ｃ）
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過敏性腸症候群における小腸
運動異常の研究．

 藤田祐司 肝胆膵消化器病学 140万円 日本学術振興会

経内頚静脈的脂肪酸持続投与
が大腸発癌に与える影響および
分子メカニズムの解明．

 遠藤宏樹 肝胆膵消化器病学 150万円 日本学術振興会

大腸de novo癌に関わる遺伝子
異常および発癌分子機序の解
明．

酒井英嗣 肝胆膵消化器病学 150万円 日本学術振興会

Ｃ型肝炎の新規診断法や新規
治療法を開発するためのゲノム
ワイド関連解析の手法を用いた
宿主因子の解析に関する研究．

 中島淳 肝胆膵消化器病学 70万円 厚生労働省

我が国における Idiopathic Slow
Transit Constipation の疫学・診
断・治療の実態調査．

 中島淳 肝胆膵消化器病学 150万円

平成２６年度厚生
労働科学研究費
補助金　難治性疾
患等政策研究事
業（難治性疾患政
策研究事業）研究
事業

アンジオテンシン受容体結合分
子に着目した認知症の治療戦
略．

涌井広道
循環器・腎臓内科

学
100万円

公益財団法人万
有生命科学振興
国際交流財団
Banyu Foundation
Research Grant
2014－生活習慣
病領域－，平成26
～27年度

３剤併用療法を受けるC型肝炎
患者の意思決定プロセスの実態
と意思決定要因

 斉藤聡 肝胆膵消化器病学 100万円 日本学術振興会

大腸発癌におけるTNF-R1の検
討．

 細野邦広 肝胆膵消化器病学 150万円 日本学術振興会

非アルコール性脂肪肝炎にお
けるPARVB遺伝子の機能解析．

 馬渡弘典 肝胆膵消化器病学 150万円 日本学術振興会

C型慢性肝炎ウイルスによる脂
質代謝異常に対するmiRNAsの
関与の解明．

斉藤聡 肝胆膵消化器病学 140万円 日本学術振興会

小児期からの希少難治性消化
管疾患の移行期を包含するガイ
ドラインの確立に関する研究．

 中島淳 肝胆膵消化器病学 100万円 厚生労働省

受容体結合型脳血管障害抑制
因子に着目した認知症の病態
解明および病態制御の試み．

涌井広道
循環器・腎臓内科

学
100万円

公益財団法人先
進医薬研究振興
財団　循環医学分
野若手研究助成

カルシウム輸送蛋白PMCA1によ
る腎保護効果の検討．

涌井広道
循環器・腎臓内科

学
100万円

横浜総合医学振
興財団推進研究，
平成26～28年度
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非アルコール性脂肪肝炎の病
態進展機序において、腸内細
菌由来エンドトキシンがもたらす
脂質代謝障害の役割を解明す
る．

今城健人 肝胆膵消化器病学 100万円
公益財団法人か
なえ医薬振興財
団

飽和脂肪酸の肝内での
lipotoxcityとNASH病態への関
与．

 小川祐二 肝胆膵消化器病学 160万円 日本学術振興会

小腸疾患のpHに関する検討
（pHカプセルを用いて）．

 飯田洋 肝胆膵消化器病学 120万円 日本学術振興会

内視鏡・胃壁固定具補助下経
皮的胃全層生検の有用性に関
する研究．

 野中敬 肝胆膵消化器病学 90万円 日本学術振興会

miRNA-33を標的とした新規抗
HCV作用の検討．

 留野渉 肝胆膵消化器病学 120万円 日本学術振興会

慢性偽性腸閉塞症の新規治療
法の開発．

 中島淳 肝胆膵消化器病学 140万円 日本学術振興会

慢性炎症の病態形成におけるレ
プチンの役割解明．

 中島淳 肝胆膵消化器病学 270万円 日本学術振興会

非アルコール性脂肪肝炎 (non
alcoholic steatohepatitis:
NASH) の病態進展における肥
満と腸内細菌由来エンドトキシ
ンの役割を解明する.

 今城健人 肝胆膵消化器病学 100万円
一般財団法人横
浜医学振興財団
推進研究助成

非アルコール性脂肪肝炎の患
者病態を反映した新規動物モ
デルの開発．

 今城健人 肝胆膵消化器病学 200万円
公益財団法人　武
田科学振興財団

NASH病態におけるエンドトキシ
ン-脂質代謝障害の検討．

 今城健人 肝胆膵消化器病学 160万円 日本学術振興会

呼気法、超音波法を用いた機能
性胃腸症の病態解明の検討．

 関野雄典 肝胆膵消化器病学 160万円 日本学術振興会

慢性偽性腸閉塞症に対する新
たな診断モダリティーの確立お
よび病態解明．

 大久保秀則 肝胆膵消化器病学 　150万円 日本学術振興会

同一胃癌症例の原発組織、非
癌部粘膜、血液、腹水を用いた
胃癌の治療・再発についての研
究．

中島淳 肝胆膵消化器病学 2,000万円 日本学術振興会

非アルコール性脂肪肝炎にお
けるlipotoxicityによる病態の解
明．

中島淳 肝胆膵消化器病学 410万円 日本学術振興会
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VIP受容体VAPAC2選択的アゴ
ニストを用いた肺高血圧症治
療．

川上裕理 麻酔科学 90万円

学術研究助成基
金助成金基盤研
究（Ｃ）（2013年度
～2015年度）

ＶPAC2アゴニスト発現ベクター
構築と肺高血圧治療．

水野祐介 麻酔科学 140万円

学術研究助成基
金助成金基盤研
究（Ｃ）（2014年度
～2016年度）

内因性NOS阻害物質代謝酵素
の導入による肺血圧低下効果．

新堀博展 麻酔科学 120万円

学術研究助成基
金助成金基盤研
究（Ｃ）（2013年度
～2015年度）

敗血症性多臓器不全に向けた
基盤研究：ＨＩＦ－１による組織
代謝制御の解明．

山口修 麻酔科学 170万円

学術研究助成基
金助成金基盤研
究（Ｃ）（2014年度
～2016年度）

全身麻酔後の記憶学習能変化
とＡＭＰＡ型グルタミン酸受容体
の関与に関する研究．

伊奈川岳 麻酔科学 150万円

学術研究助成基
金助成金基盤研
究（Ｃ）（2012年度
～2014年度）

頭部外傷に伴う脳浮腫の病態
解明と新たな治療手段の検討．

東田哲博 脳神経外科学 390万円
日本学術振興会
科学研究費

新規内因性軸索伸張促進因子
Lotusの脳虚血後神経再生に及
ぼす効果．

川原信隆 脳神経外科学 310万円
学術振興会科学
研究費補助金-基
盤B (H24-26年度)

虚血再灌流障害に対するプレコ
ンディショニングの機序解明と薬
物治療に向けた基盤研究．

倉橋清泰 麻酔科学 110万円

学術研究助成基
金助成金基盤研
究（Ｃ）（2014年度
～2016年度）

幼弱脳に対する麻酔薬の興奮
作用と神経毒性との関係の解
明．

石和大 麻酔科学 150万円

学術研究助成基
金助成金基盤研
究（Ｃ）（2013年度
～2015年度）

麻酔科医のメンタルヘルスの包
括的改善策の検討．

水谷健司 麻酔科学 130万円

学術研究助成基
金助成金基盤研
究（Ｃ）（2013年度
～2015年度）

成体ラット開腹手術モデルを用
いた急性侵害性疼痛による記憶
学習能への影響の検討．

小川賢一 麻酔科学 170万円

学術研究助成基
金助成金基盤研
究（Ｃ）（2013年度
～2015年度）

肺胞上皮増殖因子遺伝子導入
による肺保護戦略－臨床応用
へのアプローチ－．

馬場靖子 麻酔科学 160万円

学術研究助成基
金助成金基盤研
究（Ｃ）（2013年度
～2015年度）

損傷を受けた神経細胞に対する
麻酔・鎮静薬の毒性に関する検
討．

安藤富男 麻酔科学 130万円

学術研究助成基
金助成金基盤研
究（Ｃ）（2013年度
～2015年度）

「多能性間葉系幹細胞へのBC-
boxモチーフペプチド導入による
神経分化機構の解明」．

菅野　洋 脳神経外科学 110万円
文部科学省科学
研究費補助金挑
戦的萌芽研究
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AP-1 遺伝子群による頭頸部頸
部リンパ節転移の進展機序の解
明

佐野大佑
耳鼻咽喉科・頭頸

部外科学
290万円

学術研究助成基
金助成金　若手研
究(B)

内転型痙攣性発声障害に対す
るチタンブリッジを用いた甲状軟
骨形成術2型による治療

折舘伸彦
耳鼻咽喉科・頭頸

部外科学
（870万円,平
成26年度分）

厚生労働科研委
託事業 治験推進
研究事業

メラトニン受容体アゴニストによる
周術期せん妄予防に関する検
討．

山口嘉一 麻酔科学 70万円

学術研究助成基
金助成金若手研
究（Ｂ）（2013年度
～2015年度）

低酸素誘導性因子HIF活性化
による肺胞上皮細胞保護効果
の検討

高木俊介 麻酔科学 130万円

学術研究助成基
金助成金若手研
究（Ｂ）（2013年度
～2015年度）

幼弱脳へ対するブメタニドと麻
酔薬の作用に関する検討．

刈谷隆之 麻酔科学 110万円

学術研究助成基
金助成金若手研
究（Ｂ）（2013年度
～2015年度）

超短時間麻酔薬曝露モデルに
よる成体の認知記憶障害の検
討．

内本一宏 麻酔科学 140万円

学術研究助成基
金助成金若手研
究（Ｂ）（2014年度
～2016年度）

多面的記憶テストバッテリーを用
いた麻酔薬の記憶忘却作用の
検討．

後藤隆久 麻酔科学 170万円

学術研究助成基
金助成金萌芽的
研究（2014年度～
2016年度）

術中鎮痛法が術後の生活の質
に及ぼす影響に関する研究．

朝倉彩子 麻酔科学 130万円

学術研究助成基
金助成金若手研
究（Ｂ）（2013年度
～2015年度）

GSK1358820の痙攣性発声障害
患者を対象とした第Ⅱ/Ⅲ相試
験

折舘伸彦
耳鼻咽喉科・頭頸

部外科学
（120万円,平
成26年度分）

日本医師会治験
促進センター補助
金 医師主導治験

ＴＲＵＥ　ｇｅｎｅ　ｓｉｌｅｎｃｉｎｇ法に
よる頭頸部癌増殖抑制の試み

折舘伸彦
耳鼻咽喉科・頭頸

部外科学

総額520万円
（70万円,平成

26年度分）

文部科学省　科学
研究費　基盤研究
（Ｃ）

長期休暇後の医師復帰支援の
ためのシミュレーショントレーニ
ングプログラムの開発．

佐藤仁 麻酔科学 100万円

学術研究助成基
金助成金若手研
究（Ｂ）（2013年度
～2015年度）

網羅的行動テストバッテリーを用
いた麻酔薬の新規効能探索．

後藤隆久 麻酔科学 270万円

学術研究助成基
金助成金若手研
究（Ｂ）（2013年度
～2015年度）

低酸素応答システムによる代謝
制御を用いた多臓器不全に対
する臓器保護戦略．

柳大介 麻酔科学 90万円

学術研究助成基
金助成金若手研
究（Ｂ）（2013年度
～2015年度）

超短時間麻酔薬曝露モデルに
おける幼若ラットのニッチ記憶障
害の検討．

藤本寛子 麻酔科学 90万円

学術研究助成基
金助成金若手研
究（Ｂ）（2014年度
～2016年度）

レンチウイルスベクタ－を用いた
肺高血圧症治療．

渡邊至 麻酔科学 130万円

学術研究助成基
金助成金基盤研
究（Ｃ）（2012年度
～2014年度）
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アレルギー疾患対策の均てん化
に関する研究．

相原道子 皮膚科学 50万円

平成26年度厚生
労働省科学研究
費補助金　難治性
疾患等克服研究
事業（難治性疾患
等政策研究事業
（免疫アレルギー
疾患等政策研究
事業　免疫アレル
ギー疾患政策研
究分野））

重症多形滲出性紅斑に関する
調査研究．

相原道子 皮膚科学 150万円

平成26年度厚生
労働科学研究費
補助金　難治性疾
患等政策研究事
業（難治性疾患政
策研究事業）

慢性そう痒性皮膚疾患の病態
解明と新規治療薬の開発．

相原道子 皮膚科学 160万円

平成26年度科学
研究費助成事業
(学術研究助成基
金助成金)　基盤
研究（Ｃ）

「全身性エリテマトーデスにおけ
る炎症制御機構の破綻メカニズ
ム.

岳野光洋 臨床検査部 15万円
基盤研究(C)
(2014-2016)日本
学術振興会

頭頸部癌の遠隔転移機構にお
けるインターフェロン調節因子の
役割の解明．

高橋秀聡
耳鼻咽喉科・頭頸

部外科学
377万円

科学研究費若手
研究(B)

生命予後に関わる重篤な食物
アレルギーの実態調査・新規治
療法の開発および治療指針の
策定．

相原道子 皮膚科学 55万円

平成26年度厚生
労働省科学研究
費補助金　難治性
疾患等克服研究
事業（難治性疾患
等実用化研究事
業（免疫アレル
ギー疾患等実用
化研究事業　免疫
アレルギー疾患実
用化研究分野））

市販後における重篤副作用（間
質性肺炎、横紋筋融解症、重症
薬疹等）の発症要因解明と安全
対策に関する研究．

相原道子 皮膚科学 50万円

平成26年度厚生
労働科学研究委
託費　（地球規模
保健課題解決推
進のための研究事
業）

重症薬疹のゲノムマーカー探索
と病態学的関連性検証に基づく
発症予測診断系の開発．

相原道子 皮膚科学 40万円
平成26年度科学
研究費補助金　基
盤研究（Ｂ）

「ユビキチン化修飾系を治療標
的とする膠原病の新規治療法の
可能性について」

岳野光洋 臨床検査部 15万円
基盤研究(C)
(2014-2016)日本
学術振興会

「ベーチェット病におけるM2マク
ロファージ機能不全とその修復
による治療戦略」.

岳野光洋 臨床検査部 150万円
基盤研究(C)
(2014-2016)日本
学術振興会

聾モデルラットにおける聴覚連
合野での形態学的変化の検討

荒井康裕
耳鼻咽喉科・頭頸

部外科学
221万円

科研費若手研究
(B)
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ユビキチン化修飾系を治療標的
とする膠原病の新規治療法の探
索.

吉見竜介
免疫・血液・呼吸器

内科学
100万円

横浜総合医学振
興財団, 推進研究
助成

同種造血細胞移植における鉄
および炎症性関連マーカーの
病態解明と治療法の開発.

立花崇孝
免疫・血液・呼吸器

内科学
25万円(平成
26年度のみ)

研究助成 横浜学
術教育振興財団

poly-G ODNを用いた新規抗腫
瘍免疫療法の開発．

小林信明
免疫・血液・呼吸器

内科学
120万円

厚生労働科学研
究費補助金若手
研究（Ｂ）（H26～
H28）

ループス腎炎におけるM2マクロ
ファージの発現と腎予後との関
連解析.

桐野洋平
免疫・血液・呼吸器

内科学
100万円

日本リウマチ財団
リウマチ性疾患調
査・研究助成

挑戦的萌芽, これからの
HIV/AIDS診療体制の在り方に
関する研究.

石ヶ坪良明
免疫・血液・呼吸器

内科学
11万8千円

平成26年度　学術
研究助成基金助
成金

ベーチェット病に関する研究. 石ヶ坪良明
免疫・血液・呼吸器

内科学
40万円

平成26年度 難治
性疾患等政策研
究事業（難治性疾
患政策研究事業）

重症モモアレルギーのアレルゲ
ン解析と検査法の確立．

猪又直子 皮膚科学 140万円

平成26年度科学
研究費助成事業
(学術研究助成金
基金助成金)　基
盤研究（Ｃ）

ユビキチン化修飾系を治療標的
とする膠原病の新規治療法の可
能性について.

吉見竜介
免疫・血液・呼吸器

内科学
480万円

文部科学省, 科学
研究費補助金基
盤研究（C）

ヘムオキシゲナーゼ1とM2マクロ
ファージから見たループス腎炎
の病態解析.

浜真麻
免疫・血液・呼吸器

内科学
130万円

文部科学省 平成
25年度科学研究
費助成事業 若手
研究(B)

ベーチェット病におけるM2マク
ロファージ機能不全とその修復
による治療戦略.

岳野光洋
免疫・血液・呼吸器

内科学
150万円

基盤研究(C)
(2014-2016)

ベーチェット病新規感受性遺伝
子ERAP1の機能解析を通じた脊
椎関節炎治療法の開発.

桐野洋平
免疫・血液・呼吸器

内科学
1,860万円

文部科学省 科学
研究費補助金　若
手

関節リウマチにおける骨破壊と
手機能・QOLについての検討.

井畑淳
免疫・血液・呼吸器

内科学
50万円

共済医学会共同
研究事業

国内で流行する HIV とその薬
剤耐株の動向把握に関する研
究.

石ヶ坪良明
免疫・血液・呼吸器

内科学
150万円

平成26年度　エイ
ズ対策研究事業
(エイズ対策実用
化研究事業 )

乾癬の病態におけるCaveolinの
役割．

山口由衣 皮膚科学 100万円

平成26年度科学
研究費助成事業
(学術研究助成基
金助成金)　若手
研究（Ｂ）
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磁性抗がん剤を用いた医療機
器の開発．

 藤内　祝 口腔外科学 100万円

厚生労働省科学
研究費補助金医
療機器開発推進
研究事業．2014年
度

患者固有データを用いた流体シ
ミュレーションによるオーダーメイ
ド動注化学療法の開発．

 藤内　祝 口腔外科学 430万円

文部科学省科学
研究費補助金基
盤研究（B）．（2012
年－2014年度）

口腔癌におけるMDSCをター
ゲットにした分子標的薬の研
究．

佐藤有紀 口腔外科学 247万円

文部科学省科学
研究費補助金若
手研究（B）．（2014
年度－2015年度）

温熱療法とIL-1阻害薬の併用
療法の開発．

小栗千里 口腔外科学 156万円

文部科学省科学
研究費補助金基
盤研究（C）．
（2014年度－2016
年度）

翻訳後修飾プロテオミクス医療
研究拠点の形成．癌の前転移
ニッチ (premetastatic niche) を
標的とする創薬の探索．

 來生　知 口腔外科学 80万円

イノベーションシス
テム整備事業先端
融合領域イノベー
ション創出拠点形
成プログラム．
2014年度

：口腔癌再発を導く骨髄CD11b+
単球細胞の分化機構とその役
割．

 來生　知 口腔外科学 793万円

文部科学省科学
研究費補助金基
盤研究（B）．2014
年度

口腔癌の頸部リンパ節転移に対
する新規磁性抗癌剤を用いた
選択的ハイパーサーミア．

 飯田昌樹 口腔外科学 156万円

文部科学省科学
研究費補助金若
手研究（B）．（2013
年－2014年度

ICGと近赤外線内視鏡を用いた
小切開による低侵襲なセンチネ
ルリンパ節生検の確立．

 藤内　祝 口腔外科学 150万円

文部科学省科学
研究費補助金挑
戦的萌芽研究，
2014年度

HIV感染者を対象とした口腔癌
の早期発見と予防に関する研
究．

 筑丸　寛 口腔外科学 90万円

文部科学省科学
研究費補助金基
盤研究（C），
（2012年度－2014
年度）

造影剤リゾビストを用いた温熱療
法とセツキシマブ併用による口
腔癌治療の開発．

小泉敏之 口腔外科学 100万円

文部科学省科学
研究費補助金基
盤研究（C），
（2014年度－2016
年度）

口腔癌放射線及び化学療法後
の再発・再増殖メカニズムの解
明と新規抗血管療法の開発．

 大久保牧子 口腔外科学 110万円

口腔癌放射線及
び化学療法後の
再発・再増殖メカ
ニズムの解明と新
規抗血管療法の
開発．

口腔癌幹細胞の難治性に関わ
るエピゲノム解析．

 來生　知 口腔外科学 221万円

文部科学省科学
研究費補助金挑
戦的萌芽研究，
2014年度

先端医科学研究センターにおけ
る医療応用を目指した開発型研
究．内視鏡を用いた低侵襲な歯
科・口腔外科治療の普及を目指
したファイバースコープシステム
とバーチャルシミュレーターの開
発．

 岩井俊憲 口腔外科学 71万円
横浜市立大学戦
略的研究推進費．
2014年度
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正確な死亡時記録に基づく糖
尿病患者の死因・平均余命およ
びそれらの規定因子の検討．

後藤　温
内分泌・糖尿病内

科学
75万円

糖尿病協会　若手
研究者助成

カプセル内視鏡を用いたボラン
ティアに対するルビプロストン（ア
ミティーザ®）とプラセボを用いた
二重盲検比較試験（胃排出時
間・小腸排出時間の検討）.

 稲森正彦 消化器内科学 609万1,200円

平成26年度 横浜
市立大学共同研
究, （H25~26年
度）

炎症性腸疾患における線維化
機序解明と分子標的治療への
応用.

 芝田渉 消化器内科学 150万円

平成26年度 学術
研究助成基金助
成金 基盤研究
(C),（H26～28年
度）

非コード反復列RNAの発現を主
因とした多段階発癌の発癌機構
の解明と制御.

 前田愼 消化器内科学 10万円

平成26年度 科学
研究費補助金 基
盤研究 (B),
（H25~27年度）

新規磁性抗癌剤を用いた口腔
癌の遠隔転移に対する温熱免
疫化学療法の開発．

光藤健司 口腔外科学 100万円

文部科学省科学
研究費補助金基
盤研究（C），
（2013年度－2015
年度）

骨形成促進チタンファイバー綿
製ブロックによる顎骨再建シミュ
レーション．

 廣田　誠 口腔外科学 60万円

文部科学省科学
研究費補助金基
盤研究（C），2013
年度－2015年度

口腔扁平上皮癌および間葉系
間質細胞による免疫抑制機構と
スタチン系薬剤の修飾作用．

藤内　祝 口腔外科学 7万円

文部科学省科学
研究費補助金基
盤研究（C），
（2012年度－2014
年度）

13C呼気試験法を用いたボラン
ティアに対するルビプロストン（ア
ミティーザ®）投与時の胃排出時
間の検討.

 稲森正彦 消化器内科学
414万7千200

円

平成26年度 横浜
市立大学共同研
究, （H25~26年
度）

 肝癌幹細胞維持および悪性化
に関わるシグナル分子の解析.

 芝田渉 消化器内科学 10万円

平成26年度 科学
研究費補助金 基
盤研究 (B),
（H25~27年度）

肝発癌における腫瘍細胞および
間質細胞の起源の同定と分子
標的への応用.

前田愼 消化器内科学 300万円
公益財団法人上
原記念生命科学
財団

 肝癌幹細胞維持および悪性化
に関わるシグナル分子の解析.

前田愼 消化器内科学 440万円

平成26年度 科学
研究費補助金 基
盤研究 (B),
（H25~27年度）

口腔顎顔面領域におけるＩＣＧを
用いた蛍光ナビゲーション手術
の確立．

 不破信和 口腔外科学 90万円

文部科学省科学
研究費補助金基
盤研究（C），2014
年度

臨床応用に向けた温熱療法と
分子標的薬の併用療法の開
発．

 中島英行 口腔外科学 247万円

文部科学省科学
研究費補助金若
手研究（B）．（2014
年度－2015年度）

口腔がんに対する磁性抗がん
治療薬の実用化．

 藤内　祝 口腔外科学 400万円

厚生労働省科学
研究費補助金が
ん対策推進総合
研究事業．2014年
度
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ポリグルタミン病におけるRNA結
合タンパクの解析.

田中章景
神経内科・脳卒中

科
120万円

文部科学省学術
研究助成基金助
成金挑戦的萌芽
研究（平成26〜平
成27年度）

パーソナルゲノム解析に基づく
ALSの疾患関連遺伝子検索と病
態解明．

田中章景
神経内科・脳卒中

科
360万円

文部科学省科学
研究費補助金新
学術領域研究（平
成22〜平成26年
度）

プリオン病のサーベイランスと感
染予防に関する調査研究.

田中章景
神経内科・脳卒中

科
100万円

平成25年度厚生
労働科学研究費
補助金（難治性疾
患等克服研究事
業）

糖尿病診療均てん化のための
標準的診療マニュアル作成とそ
の有効性の検証．

寺内康夫
内分泌・糖尿病内

科学
60万円

厚生労働省科学
研究費補助金

科学研究費　膵β細胞量に着
目した糖尿病テーラーメイド医
療の基盤整備．

寺内康夫
内分泌・糖尿病内

科学
429万円

基盤研究B，平成
26年度

科学研究費　糖代謝シグナルを
介した小胞体ストレス制御による
膵β細胞保護機構．

白川　純
内分泌・糖尿病内

科学
247万円

若手研究B，平成
25年度

糖代謝を介した膵β細胞小胞
体ストレス誘導性アポトーシスの
制御機構解明．

白川　純
内分泌・糖尿病内

科学
100万円

万有生命科学振
興国際交流財団
研究助成 生活習
慣病領域

共通分子UBQLN2を通じたポリ
グルタミン病・ALS/FTLDの統合
的病態解明．

田中章景
神経内科・脳卒中

科
280万円

文部科学省科学
研究費補助金基
盤研究（B）(平成
25〜27年度)

UBQLNコンディショナルノックア
ウトマウスの解析に基づく神経
変性機序の解明．

田中章景
神経内科・脳卒中

科
18万8千円

新潟大学脳研究
所共同研究費補
助金（平成26〜平
成27年度）

日本人2型糖尿病患者における
生活習慣介入の長期予後効果
並びに死亡率とその危険因子
に関する前向き研究（JDCS）．

寺内康夫
内分泌・糖尿病内

科学
50万円

厚生労働省科学
研究費補助金

科学研究費　膵β細胞における
インクレチンおよびPACAP受容
体の発現制御機構の解明．

寺内康夫
内分泌・糖尿病内

科学
78万円

挑戦的萌芽研究，
平成26年度

メトホルミンによる膵β細胞機能
および量の制御機構の解明．

田島一樹
内分泌・糖尿病内

科学
60万円

一般財団法人横
浜総合医学振興
財団 平成26年度
わかば研究助成

グルコキナーゼ活性化薬による
膵β細胞小胞体ストレス誘導性
アポトーシス制御機構の解明．

白川　純
内分泌・糖尿病内

科学
100万円

かなえ医薬振興財
団 研究助成

グルコースシグナルを介した膵
β細胞の小胞体ストレス制御メ
カニズムの解明．

白川　純
内分泌・糖尿病内

科学
45万円

Front Runner of
Future Diabetes
Research 研究助
成

癌

癌

癌

癌

癌

癌

癌

癌

癌

癌

癌

癌

癌

癌



補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

共通分子UBQLN2を通じたポリ
グルタミン病・ALS/FTLDの統合
的病態解明．

土井　宏
神経内科・脳卒中

科
120万円

文部科学省科学
研究費補助金基
盤研究（B）(平成
25〜27年度)

ポリグルタミン凝集体プロテオー
ム解析から予測される新規
  ALS関連分子の探索.

土井　宏
神経内科・脳卒中

科
100万円

一般財団法人横
浜総合医学振興
財団　推進研究助
成

ポリグルタミン病におけるRNA結
合タンパクの解析.

児矢野　繁
神経内科・脳卒中

科
30万円

文部科学省学術
研究助成基金助
成金挑戦的萌芽
研究（平成26〜平
成27年度）

ポリグルタミン病におけるカルシ
ウムシグナリングの解明．

児矢野　繁
神経内科・脳卒中

科
80万円

文部科学省学術
研究助成基金助
成金基盤研究（C）
(平成26〜28年度)

多発性硬化症における新規バイ
オマーカーLOTUSの開発と病
態の解明.

鈴木ゆめ
神経内科・脳卒中

科
100万円

文部科学省学術
研究助成基金助
成金挑戦的萌芽
研究（平成26〜平
成27年度）

ポリグルタミン病におけるカルシ
ウムシグナリングの解明．

田中章景
神経内科・脳卒中

科
60万円

文部科学省学術
研究助成基金助
成金基盤研究（C）
(平成26〜28年度)

ポリグルタミン病におけるRNA結
合タンパクの解析.

土井　宏
神経内科・脳卒中

科
30万円

文部科学省学術
研究助成基金助
成金挑戦的萌芽
研究（平成26〜平
成27年度）

パーソナルゲノム解析に基づく
ALSの疾患関連遺伝子検索と病
態解明．

土井　宏
神経内科・脳卒中

科
130万円

文部科学省科学
研究費補助金新
学術領域研究（平
成22〜平成26年
度）

潜在的ビタミンB1欠乏患者にお
ける患者因子についての検討.

児矢野　繁
神経内科・脳卒中

科
30万円

文部科学省学術
研究助成基金助
成金基盤研究挑
戦的萌芽研究（C）
(平成25〜27年度)

共通分子UBQLN2を通じたポリ
グルタミン病・ALS/FTLDの統合
的病態解明．

児矢野　繁
神経内科・脳卒中

科
50万円

文部科学省科学
研究費補助金基
盤研究（B）(平成
25〜27年度)

潜在的ビタミンB1欠乏患者にお
ける患者因子についての検討.

鈴木ゆめ
神経内科・脳卒中

科
10万円

文部科学省学術
研究助成基金助
成金基盤研究挑
戦的萌芽研究（C）
(平成25〜27年度)

卓上型次世代シーケンサーを用
いた白質脳症の遺伝子診断法
　の開発と遺伝子診断法の開発
と遺伝的背景の解明.

田中章景
神経内科・脳卒中

科
15万円

文部科学省科学
研究費補助金基
盤研究（C）（平成
25〜平成27年度）

多発性硬化症における新規バイ
オマーカーLOTUSの開発と病
態の解明.

田中章景
神経内科・脳卒中

科
35万円

文部科学省学術
研究助成基金助
成金挑戦的萌芽
研究（平成26〜平
成27年度）

癌

癌

癌

癌

癌

癌

癌

癌

癌

癌

癌

癌

癌



補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

ニューロメーターを用いたパー
キンソン病関連疾患における知
覚閾値．

島村めぐみ
神経内科・脳卒中

科
30万円

文部科学省科学
研究費補助金基
盤研究（C）(平成
22〜26年度)

ポリグルタミン病におけるカルシ
ウムシグナリングの解明．

多田美紀子
神経内科・脳卒中

科
50万円

文部科学省学術
研究助成基金助
成金基盤研究（C）
(平成26〜28年度)

口唇口蓋裂に対する自己多血
小板血漿/フィブリンを用いた顎
裂部骨形成法の開発

小林眞司 形成外科学

平成26-28年度
科学研究費補助
金事業　基盤研究
©

ポ リグルタミン病凝集体形成に
おけるBAG6複合体の役割につ
いての検討.

多田美紀子
神経内科・脳卒中

科
70万円

一般財団法人横
浜総合医学振興
財団　推進研究助
成

リンパ浮腫患者に対するリンパ
管再生促進因子付加型血管柄
付きリンパ節移植の研究．

佐武利彦 形成外科学 280万円
文部科学省科学
研究費　基盤研究
（C）

卓上型次世代シーケンサーを用
いた白質脳症の遺伝子診断法
の開発と遺伝子診断法の開発と
遺伝的背景の解明.

土井　宏
神経内科・脳卒中

科
15万円

文部科学省科学
研究費補助金基
盤研究（C）（平成
25〜平成27年度）

定量化した毛細血管再充満時
間によるショックの予測.

森村尚登 救急医学 500万円
平成24年度文部
科学研究費補助
金基盤研究（C）

「超音波画像装置の試作開発」 前川二郎 形成外科学 4,000万円

平成２６年度　経
産省医工連携事
業化推進事業　京
浜臨海部ライフイ
ノベーション国際
戦略総合特区

唇顎口蓋裂に対する自己多血
小板血漿の臨床応用（継続）.

小林眞司 形成外科学
平成26年度かな
がわ県立病院小
児医療研究基金.

潜在的ビタミンB1欠乏患者にお
ける患者因子についての検討.

平田順一
神経内科・脳卒中

科
60万円

文部科学省学術
研究助成基金助
成金基盤研究挑
戦的萌芽研究（C）
(平成25〜27年度)

共通分子UBQLN2を通じたポリ
グルタミン病・ALS/FTLDの統合
的病態解明．

田中健一
神経内科・脳卒中

科
25万5千216円

文部科学省科学
研究費補助金基
盤研究（B）(平成
25〜27年度)

ポリグルタミン病におけるRNA結
合タンパクの解析.

多田美紀子
神経内科・脳卒中

科
20万円

文部科学省学術
研究助成基金助
成金挑戦的萌芽
研究（平成26〜平
成27年度）

翻訳後修飾プロテオミクス医療
研究拠点の形成．

土井　宏
神経内科・脳卒中

科
80万円

（平成26年度）

イノベーシ ョンシ
ステム整備事業
（平成20〜29年
度）

森村尚登
 軽症患者の救急車利用の抑制
等、二次、三次救急医療体制確
保のための研究

神奈川県医師確
保・地域医療力向
上事業補助金

救急医学 400万円

癌

癌

癌

癌

癌

癌

癌

癌

癌

癌

癌

癌

癌

癌
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委

補

委

補
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委
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栗原宏明

地域医療構想策定及び医療計
画PDCAサイクルの推進に資す
る都道府県の人材育成等手法
に関する研究.

重症循環器疾患等に関する医
療内容の評価に資するデータレ
ジストリシステムの構築．

循環器疾患等の救命率向上に
資する効果的な救急蘇生法の
普及啓発に関する研究．

レジリエンス・エンジニアリング理
論の医療の質・安全のおける実
用化に関する研究

小児気管切開／慢性人工呼吸
確立と円滑な在宅移行を目的と
した診療・教育プログラムの開発
に関する研究

分子標的治療薬の創薬研究を
加速する分子イメージング技術
の開発．

平成26年度厚生
労働科学研究費
補助金

3TMRSによる小児脳内代謝物・
神経伝達物質の大脳・小脳での
定量.

脳クレアチン欠乏症候群の臨床
研究.

相田典子

森村尚登

森村尚登

中村京太

問田千晶

森村尚登

井上登美夫

相田典子

救急医学

救急医学

救急医学

救急医学

救急医学

137万円

代表者一括計
上

主任研究代表
者一括計上

20万円

240万円

平成26年度日本
医療研究開発機
構研究費

平成26年度厚生
労働科学研究費
補助金, 厚生労働
省.

科学研究費補助
金・基盤研究B(平
成26-29年度)

三菱財団社会福
祉事業・研究助成
金(平成25年10月
1日〜平成27年9
月30日)

放射線科 1,188万円

次世代がん研究
シーズ戦略的育
成プログラム（2014
年度）

放射線科 150万円
厚生労働省難治
性疾患克服研究
事業（2014年度）

放射線科 2,990万円
厚生労働科学研
究費委託費（2014
年度）

放射線科

F-BPA PET検査によるBPA体内
分布評価およびその集積変化
の研究．

栗原宏明

厚生労働省科学
研究費補助金
（H25-医薬-指定-
014）

2014年度科学研
究費時制事業（学
術研究助成基金
助成金）基盤研究
（Ｃ）（2014年度）

500万円

195万円（3年
総額494万円）

1H-MRS法を用いた脳内代謝物
の測定に関する研究.

相田典子 32万円

放射線科

放射線科

院内製造PET薬剤の合成装置
を用いた核医学診断技術の臨
床応用に関するレギュラトリーサ
イエンスの研究.

研究成果展開事業（先端計測
分析技術・機器開発プログラ
ム）.　普及型・高精細ＰＥＴ／Ｍ
ＲＩ一体型装置の開発

井上登美夫

かながわ県立病院
小児医療基金
（2014年度）

がんの早期診断に資する新規
のPET薬剤標識技術開発と普及
に向けた自動合成装置の開発
に関する研究．

栗原宏明

翻訳後修飾プロテオミクス医療
研究拠点の形成.

井上登美夫 放射線科 649万3千円

地域産学官連携
科学技術振興事
業費補助金,平成
26年度 補助金
（文科省）

放射線科 143万円
科学研究費助成
事業　基盤研究
（Ｃ）（2014年度）

放射線科 79万円
独立行政法人科
学技術振興機構
委託研究

癌

癌

癌

癌

癌

癌

癌

癌

癌

癌

癌

癌

癌

癌
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委

補

委 計258件

(注) 1

2

3 　「補助元又は委託元」欄は、補助の場合は「補」に、委託の場合は「委」に、○印をつけた上で、補助元又
は委託元を記入すること。

　国、地方公共団体又は公益法人から補助金の交付又は委託を受け、当該医療機関に所属する医師等が
申 請の前年度に行った研究のうち、高度の医療技術の開発及び評価に資するものと判断される主なもの
を記入すること。

　「研究者氏名」欄は、1つの研究について研究者が複数いる場合には、主たる研究者の氏名を記入するこ
と。

ペプチド製剤による中和型血管
新生阻害剤の薬効評価

立石宇貴秀

「難治性がん治療に向けた機能
画像法の開発」（悪性腫瘍の治
療感受性予測における62Cu-
ATMS PET/CTの有用性の研
究）

立石宇貴秀 放射線科 430万7,520円
文部科学省　研究
振興局，受託研究

放射線科 120万円
科学研究費助成
事業，基盤研究
（C）

癌

癌



2　論文発表等の実績

(1)高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象となる論文

番
号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

発表者氏名 発表者の所属 題名 雑誌名

 Masuda M 外科治療学
Thoracic and cardiovascular surgery in
Japan during 2012 : Annual report by The
Japanese Association for Thoracic Surgery.

General Thoracic
and Cardiovascular
Surgery,
62(12):734-764,
2014.

Suzuki S 外科治療学
The use of surgical glue in acute type A
aortic dissection.

Gen Thorac
Cardiovasc
Surgery, 62(4) :
207-213,2014.

Yokoyama U 外科治療学
Prostaglamdin E2 Inhibits Elastogenesis in
the Ductus Arteriosus Via EP4 Signaling.

Circulation,
129(4):487-496,
2014.

Masuda M 外科治療学
Does cardioplegia during cardiac surgery
protect the heart at any time?.

European Journal of
Cardio-Thoracic
Surgery, 48(2):243-
244, 2015.

 Rino Y 外科治療学
 Self-defensive response to bone disorder
after gastric cancer surgery.

Clinical and
Experimental
Medical Sciences,
2(1):1-10, 2014.

Rino Y 外科治療学

Visualization of blood supply route to the
reconstructed stomach by indocyanine
green fluorescence imaging during
esophagectomy.

BMC Medical
Imaging,14(1):18,
2014.

Rino Y 外科治療学
Vitamine E deficiency begins within 6
months after gastrectomy for gastric
cancer.

World Journal of
Surgery,
38(8):2065-2069,
2014.

Rino Y 外科治療学

Using NU-KNIT® for hemostasis around
recurrent laryngeal nerve during
transthoracic esophagectomy with
lymphadenectomy for esophageal cancer.

BMC Research
Notes, 6(7):127,
2014.

Yamada T 外科治療学
Impact of overexpression of Sushi repeat-
containing protein X-linked 2 gene on
outcomes of gastric cancer.

J Surg Oncology,
109(8):836-840,
2014.

Oshima T 外科治療学
Relation of INHBA Gene Expression to
Outcomes in Gastric Cancer after Curative
Surgery.

Anticancer
Research,
34(5):2303-2309,
2014.

（様式第3）



11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22  Hiroshima Y がん総合医科学

Efficacy of tumor-targeting  Salmonella
typhimurium A1-R in combination with
anti-angiogenesis therapy on a pancreatic
cancer patient-derived orthotopic
xenograft (PDOX) and cell line mouse
models.

Oncotarget, 5 (23)
: 12346-12357,
2014.

 Kumamoto T がん総合医科学

Intrahepatic cholangiocarcinoma arising 28
years after excision of a type Ⅳ-A
congenital choledochal cyst: report of a
case.

Surg Today, 44 :
354-358, 2014.

 Watanabe J がん総合医科学
The impact of visceral obesity on surgical
outcomes of laparoscopic surgery for colon
cancer.

Int J Colorectal
Dis, 29 : 343–351,
2014.

 Kobayashi N がん総合医科学
 Endoscopic treatment of postoperative
benign bile duct stricture compared with
malignant bile duct stricture.

Hepatogastroentero
logy 61: 19-
30:2014.

 Ota M がん総合医科学

The effect of pyridoxine for prevention of
hand-foot syndrome in colorectal cancer
patients with adjuvant chemotherapy using
capecitabine: a randomized study.

Hepato-
Gastroenterology,
61 : 1008-1013,
2014.

Yamane T 眼科学
Surgical outcomes of progressive tractional
retinal detachment associated with familial
exudative vitreoretinopathy.

Am J Ophthalmol.
158(5):1049-55,
2014

 Ichikawa Y がん総合医科学

Colorectal laterally spreading tumors show
characteristic expression of cell polarity
factors, including atypical protein kinase C
λ/ι, E-cadherin, β-catenin and
basement membrane component.

Oncol Lett. 8 (3) :
977-984, 2014.

Samejima J 外科治療学
Thoracoscopic lung biopsy in 285 patients
with diffuse pulmonary disease.

Asian
Cardiovascular &
Thoracic Annals,
23(2) 191–
197,2015.

Takeuchi M 眼科学
Evaluation of long-term efficacy and safety
of infliximab treatment for uveitis in Behç
et's disease: a multicenter study.

Ophthalmology.
121(10): 1877-
1884, 2014

Ishikawa Y 外科治療学
Surgical treatment for synchronous primary
lung adenocarcinomas.

The Annals of
Thoracic Surgery,
98(6):1983-1988,
2014.

Okudela K 外科治療学
Allelic imbalance in the miR-31 host gene
locus in lung cancer-its potential role in
carcinogenesis.

PLoS One,
9(6):e100581,
2014.

 Yamada T 外科治療学
Feasibility of enhanced recovery after
surgery in gastric surgery: a retrospective
study.

BMC Surgery,
14:41, 2014.



23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34  Miyagi E がん総合医科学

Web-based recruiting for a survey on
knowledge and awareness of cervical
cancer prevention among young women
living in Kanagawa Prefecture, Japan.

Int J Gynecol
Cancer, 24(7):
1347-1355, 2014.

Tokinaga A がん総合医科学

 Colonic low-grade endometrial stromal
sarcoma and orthotopic endometrial
stromal tumor with limited infiltration
sharing the JAZF1-SUZ12 gene fusion.
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cultured human oral cancer cells.

J Physiol Sci,
64:177-183, 2014.
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 Oshima T 消化器内科学
Relation of INHBA Gene Expression to
Outcomes in Gastric Cancer after Curative
Surgery.

Anticancer Res，
34(5)：2303-2309，
2014．

 Fukuda H 消化器内科学

Hepatocellular carcinoma: concomitant
sorafenib promotes necrosis after
radiofrequency ablation--propensity score
matching analysis．

Radiology.
;272(2):598-604，
2014．

 Kawakami A 消化器内科学

A screening instrument to identify
ulcerative colitis patients with the high
possibility of current non-adherence to
aminosalicylate medication based on the
Health Belief Model: a cross-sectional
study.

BMC
Gastroenterol,
19;14(1):220, 2014
.

 Suzuki K 消化器内科学
A metastatic melanoma of the small
intestine diagnosed by single-balloon
enteroscopy.

Turk J
Gastroenterol. 25
Suppl 1:S262-3,
2014. (症例報告)

 Nonaka T 消化器内科学

Correlation between gastric transit time
measured by video capsule endoscopy and
gastric emptying determined by the
continuous real-time 13C breath test
(BreathID system).

Hepatogastroentero
logy. 61(135):2159-
62, 2014.

 Matsuura M 消化器内科学

Lubiprostone decreases the small bowel
transit time by capsule endoscopy: an
exploratory, randomised,double-blind,
placebo-controlled 3-way crossover study.

Gastroenterol Res
Pract.;2014:879595
, 2014.]

 Ida T 消化器内科学
Endoscopic removal of a migrated stent in
the gallbladder.

Endoscopy,46
Suppl 1:E539-
40,2014.(症例報告)

 Kirikoshi H 消化器内科学
Combined 5-fluorouracil and pegylated
interferon α-2b therapy for advanced
hepatocellular carcinoma.

Hepatogastroentero
logy, in press.

 Kobayashi N 消化器内科学
Endoscopic treatment of postoperative
benign bile duct stricture compared with
malignant bile duct stricture.

Hepatogastroentero
logy,61:1507-
18,2014.

 Kusakabe A 消化器内科学

Effects of ramosetron oral disintegrating
tablets on gastric emptying: crossover
study using the 13C-acetic acid breath
test.

Hepatogastroentero
logy,61:1279-
82,2014.

 Kikkawa N 消化器内科学
Comparative study of the QUEST
questionnaire and GerdQ questionnaire for
Japanese students.

Hepatogastroentero
logy,61:1605-
10,2014.

 Inamori M 消化器内科学
Protective effect of lactoferrin on acute
acid reflux-induced esophageal mucosal
damage.

Hepatogastroentero
logy,61:1595-
600,2014.
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368 Kamiyama H 内分泌・糖尿病内科学

Effect of repaglinide therapy administered
twice or thrice daily for 3 months on
glycemic control in Japanese patients with
type 2 diabetes．

J Int Med Res，
42(5)：1150-60，
2014．

Kadowaki T 内分泌・糖尿病内科学
Empagliflozin Monotherapy in Japanese
Patients with Type 2 Diabetes Mellitus．

 a Randomized，12-
Week，Double-
Blind，Placebo-
Controlled，Phase
II Trial． Adv
Ther． 31(6)： 621-
38，2014．

Kaku K 内分泌・糖尿病内科学

Efficacy and safety of monotherapy with
the novel sodium/glucose cotransporter-2
inhibitor tofogliflozin in Japanese patients
with type 2 diabetes mellitus： a combined
Phase 2 and 3 randomized，placebo-
controlled，double-blind，parallel-group
comparative study．

Cardiovasc
Diabetol， 13(1)：
65，2014．

Inoue K 内分泌・糖尿病内科学
A newer conversion equation for the
correlation between HbA1c and glycated
albumin．

Endocr J， 61(6)：
553-60，2014．

Kabeya Y 内分泌・糖尿病内科学

 Descriptive epidemiology of diabetes
prevalence and HbA1c distributions based
on a self-administered questionnaire and a
health checkup in the JPHC Diabetes
study．

J Epidemiol，
24(6)：460-8，
2014．

Hidaka A 内分泌・糖尿病内科学
 Plasma insulin，C-peptide，and blood
glucose and the risk of gastric cancer．

The Japan Public
Health Center–
based prospective
study， Int J
Cancer， doi： 10．
1002/ijc．29098．
[Epub ahead of
print]，2014．

Imai K 内分泌・糖尿病内科学
Prediction of response to GLP-1 receptor
agonist therapy in Japanese patients with
type 2 diabetes．

Diabetol Metab
Syndr， 6(1)：110，
2014．

Aoki K 内分泌・糖尿病内科学

Effects of miglitol，vildagliptin，or their
combination on serum insulin and peptide
YY levels and plasma glucose，
cholecystokinin，ghrelin，and obestatin
levels．

Endocr J， 61(3)：
249-256，2014．

Goto A 内分泌・糖尿病内科学

Age，Body Mass，Usage of Exogenous
Estrogen，and Lifestyle Factors in Relation
to Circulating Sex Hormone-Binding
Globulin Concentrations in
Postmenopausal Women．

Clin Chem， 60(1)：
174-85，2014．

 Kondo M 消化器内科学

Hepatic arterial infusion chemotherapy
with cisplatin and sorafenib in
hepatocellular carcinoma patients with
prior transarterial chemoembolization: a
propensity score-based weighting.

J Dig Dis 2014 Dec
15. [Epub ahead of
print]

 Kondo M 消化器内科学

Hepatic arterial infusion chemotherapy
with cisplatin and sorafenib in
hepatocellular carcinoma patients
unresponsive to transarterial
chemoembolization:a propensity score-
based weighting.

J Dig
Dis,16(3):143-
51,2015
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380 Takihata M 内分泌・糖尿病内科学

Comparison of intragastric balloon therapy
and intensive lifestyle modification therapy
with respect to weight reduction and
abdominal fat distribution in super-obese
Japanese patients．

Obes Res Clin
Pract， 8(4)：e331-
338，2014

Shirakawa J 内分泌・糖尿病内科学
 Selective and sequential loss of
transcriptional factors： a hallmark of β
cell failure in type 2 diabetes?

J Diabetes Invest，
5(4)： 359-61，
2014．

Takai M 内分泌・糖尿病内科学
Safety and efficacy of adding sitagliptin to
insulin in patients with type 2 diabetes：
The ASSIST-K study．

Diabetes Res Clin
Pract， 103(3)：
e30-3，2014．

Shirakawa J 内分泌・糖尿病内科学

Effects of the antitumor drug OSI-906，a
dual inhibitor of IGF-1 receptor and insulin
receptor，on the glycemic control，β cell
functions，and β cell proliferation in male
mice．

Endocrinology，
155(6)：2102-
1120，2014．

Shirakawa J 内分泌・糖尿病内科学
 Using miglitol at 30 min before meal is
effective in hyperinsulinemic hypoglycemia
after a total gastrectomy．

Endocr J， 61(11)：
1115-23，2014．

Shigematsu E 内分泌・糖尿病内科学
Effect of sitagliptin on lipid profile in
patients with type 2 diabetes mellitus．

J Clin Med Res，
6(5)： 327-35，
2014．

Shirakawa J 内分泌・糖尿病内科学
Selective and sequential loss of
transcriptional factors： a hallmark of β
cell failure in type 2 diabetes?

J Diabetes Invest，
5(4)：359-61，
2014．

Miyazaki Y 内分泌・糖尿病内科学
 Zyxin modulates the transmigration of
Haemophilus influenzae to the central
nervous system．

Virulence， 5(6)：
665-72，2014．

Sato K 内分泌・糖尿病内科学

Evidence of brain atrophy detected on
magnetic resonance imaging is associated
with failure of acquisition of the ability for
insulin self-injection．

 Endocr J，61(11)：
1125-1130，2014．

Kondo Y 内分泌・糖尿病内科学
Second-line treatments in dyslipidemic
patients at risk of cardiovascular disease．

Endocr J，61(4)：
343-51，2014．

Kurotani K 内分泌・糖尿病内科学
Cholesterol and egg intake and the risk of
type 2 diabetes．

The Japan Public
Health Center-
based Prospective
Study， Br J Nutr，
112(10)：1636-43，
2014．

Kawata T 内分泌・糖尿病内科学
Is a switch from insulin therapy to
liraglutide possible in Japanese type 2
diabetes mellitus patients?

J Clin Med Res，
6(2)： 138-44，
2014．
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392 Nakae Y 神経内科・脳卒中科
Hemichorea in a
　thymoma patient without anti-CRMP-5
antibody.

Neurol Sci 35: 629-
30,
    2014.

Ueda N 神経内科・脳卒中科
Quantitative analysis of upper-limb ataxia
in patients with spinocerebellar
degeneration.

J Neurol,
261(7):1381-6,
    2014.

Doi H 神経内科・脳卒中科
Late-onset spastic ataxia
    phenotype in a patient with a
homozygous DDHD2 mutation.

Sci Rep
    4:7132, 2014.

Maeda H 内分泌・糖尿病内科学
 Effects of sitagliptin on the serum
creatinine in Japanese type 2 diabetes.

Diabetes Res. Clin.
Pract., 108(3):e42-
5, 2015.

 Koyano S 神経内科・脳卒中科

 Neuropathological staging of
spinocerebellar ataxia type 2 by
    semiquantitative 1C2-positive neuron
typing. nuclear translocation of
    cytoplasmic 1C2 underlies disease
progression of spinocerebellar ataxia
    type 2.

Brain Pathol,
24(6):599-606,
2014.

Nakamura A 内分泌・糖尿病内科学
Present status of clinical deployment of
glucokinase activators.

[Review]
J Diabetes Invest,
6: 124-132, 2015.

Nozaki Y 内分泌・糖尿病内科学

Deficiency of iNOS-derived NO
accelerates lipid accumulation-independent
liver fibrosis in non-alcoholic
steatohepatitis mouse model.

BMC
Gastroenterology,
15(1): 42, 2015.

Yamakawa T 内分泌・糖尿病内科学
Colestimide improve glycemic control via
hepatic glucose production in db/db mice．

Endocr J，61(5)：
425-36，2014．

Kamiko K 内分泌・糖尿病内科学

Comparison of the administration of
teneligliptin every day versus every other
day in Japanese patients with type 2
diabetes: A randomized non-inferior test.

J Clin Pharmacol.
55(2): 144-151,
2015

Terauchi Y 内分泌・糖尿病内科学

 Monotherapy with the once weekly GLP-1
receptor agonist dulaglutide for 12 weeks
in Japanese patients with type 2 diabetes：
dose-dependent effects on glycaemic
control in a randomised，double-blind，
placebo-controlled study．

Endocr． J，
61(10)：949-59，
2014．

Togashi Y 内分泌・糖尿病内科学
β cell proliferation after a partial
pancreatectomy is independent of IRS-2 in
mice．

Endocrinology，
155(5)： 1643-52，
2014．

Tanizawa Y 内分泌・糖尿病内科学

Long-term safety and efficacy of
tofogliflozin，a selective inhibitor of
sodium-glucose cotransporter 2，as
monotherapy or in combination with other
oral antidiabetic agents in Japanese

Expert Opin
Pharmacother，
15(6)： 749-66，
2014．
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404 O'Sullivan NA 形成外科学

Adhesion and integration of tissue
engineered cartilage to porous
polyethylene for composite ear
reconstruction.

J Biomed Mater Res
B Appl Biomater.
2014, Sep 6. doi:
10.1002/jbm.b.332
69.

Takahashi K 神経内科・脳卒中科

Association of cerebrospinal fluid levels of
lateral olfactory tract usher
　substance (LOTUS) with disease activity
in multiple sclerosis.

　JAMA Neurol.
72(2):176-179,
2015．

Takebe T 形成外科学
Transient vascularization of transplanted
human adult-derived progenitors promotes
self-organizing cartilage.

J Clin Invest. 2014,
Oct1;124(10):4325
34.doi:10.1172/JCI
76443. Epub 2014,
Sep 9.

Yasuda Y 神経内科・脳卒中科

Duplication of the
    NPHP1 gene in patients with autism
spectrum disorder and normal
    intellectual ability: a case series.

Ann Gen
Psychiatry. 6：13-
22, 2014.

Yoshida K 神経内科・脳卒中科
 ‘Cortical cerebellar atrophy' dwindles
away in the era
    of next-generation sequencing.

J Hum Genet
59(10): 589-90,
2014.

Fukai R 神経内科・脳卒中科
A de novo 1.4-Mb deletion at 21q22.11 in
    a boy with developmental delay.

Am J Med Genet A.
164A(4):1021-8,
    2014.

Kato M 神経内科・脳卒中科

PIGA
    mutations cause early-onset epileptic
encephalopathies and distinctive
    features.

Neurology, 82 (18):
1587-1596, 2014.

Ohba C 神経内科・脳卒中科
Early onset epileptic encephalopathy
caused by
    de novo SCN8A mutations.

Epilepsia, 55 (7):
994-1000, 2014.

Ohba C 神経内科・脳卒中科

De novo WDR45
    mutation in a patient showing clinically
Rett syndrome with childhood
    iron deposition in brain.

J Hum Genet, 59
(5): 292-295, 2014.

Miyaji Y 神経内科・脳卒中科

High-Resolution Magnetic Resonance
    Imaging Findings of Basilar Artery
Plaque in a Patient with Branch
    Atheromatous Disease: a case report.

 J Med Case Rep, 8
(1): 395, 2014.

Miyaji Y 神経内科・脳卒中科

Obstructive hydrocephalus and
leptomeningeal
    dissemination with an unknown primary
lesion in a 67-year-old man.

 Neuropathology,
34 (6): 596-601,
2014.

Miyaji Y 神経内科・脳卒中科
Arterial spin-labeling magnetic resonance
imaging for
    diagnosis of late seizure after stroke.

J Neurol Sci, 339
(1-2): 87-90, 2014.
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416 Sakamoto T 救急医学

Extracorporeal cardiopulmonary
resuscitation versus conventional
cardiopulmonary resuscitation in adults
with out-of-hospital cardiac arrest: a
prospective observational study.

Resuscitation,
85(6):762-8, 2014.

Sakurai A 救急医学
A retrospective quality assessment of the
7119 call triage system in Tokyo -
telephone triage for non-ambulance cases.

J Telemed
Telecare,
14;20(5):233-238.,
2014.

Torimoto I 救急医学
Quantitative analysis of vascular signs on
early postmortem multi-detector computed
tomography.

Springerplus,
3:169, 2014.

 Kokubo K 形成外科学
Trochlea surgery for acquired Brown
syndrome.

J AAPOS. 2014,
Feb ;18(1):56-60.

Morimura N 救急医学
A pilot study of quantitative capillary refill
time to identify high blood lactate levels in
critically ill patients.

Emerg Med J,
2014.[Epub ahead
of print]

Satake T 形成外科学
 Breast reconstruction using free posterior
medial thigh perforator flaps: intraoperative
anatomical study and clinical results.

Plast Reconstr
Surg, 134(5), 880-
891, 2014,.

Sugawara J 形成外科学

Influence of the frequency of laser toning
for melasma on occurrence of leukoderma
and its early detection by ultraviolet
imaging.

Lasers Surg Med.
Feb;47(2):161-7.
2015

Kobayashi S 形成外科学

A osteogenesis distraction device to
prevent or correct long face by vertical
excessive clockwise rotation for syndromic
craniosynostosis.

Plastic and
Reconstructive
Surgery Global
Open 2014, Mar
6;2(2):e113.

Kobayashi S 形成外科学
The folded buccal musculomucosal flap for
large palatal fistulae in cleft palate.

Plastic and
Reconstructive
Surgery Global
Open  2014, Mar
6;2(2):e112.

Mizuno M 形成外科学
 Elastic cartilage reconstruction by
transplantation of cultured hyaline
cartilage-derived chondrocytes.

Transplant Proc,
2014,,46(4):1217-
21. doi:
10.1016/j.transpro
ceed. 2013.

Mizuno M 形成外科学
Reconstruction of joint hyaline cartilage by
autologous progenitor cells derived from
ear elastic cartilage.

Stem Cells,
2014,,32(3):816-
21.

Kobayashi S 形成外科学

A novel craniofacial osteogenesis
distraction system enabling control of
distraction distance and vector for the
treatment of syndromic craniosynostosis.

Craniofacial
Osteobiology &
Distraction.
Transaction
Congress on
Craniofacial
Osteobiology &
Distraction.
2014,,55-60.
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428 Hayashi N 放射線科

Ten-year outcomes of I125 low-dose-rate
brachytherapy for clinically localized
prostate cancer: a single-institution
experience in Japan.

World J
Urol,2015Jan23.
［Epub ahead of
print］

Hino-Shishikura
A

放射線科

Tumor hypoxia and microscopic diffusion
capacity in brain tumors: a comparison of
(62)Cu-Diacetyl-Bis (N4-
Methylthiosemicarbazone) PET/CT and
diffusion-weighted MR Imaging.

Eur J Nucl Med Mol
Imaging,
41(7):1419-
27,2014. Doi:
10.1007/s00259-
014-2714-x, 2014.

Nakashima M 放射線科

Causative novel PNKP mutations and
concomitant PCDH15 mutations in
apatient with microcephaly with early-
onset seizures and developmental delay
syndrome and hearing loss.

J Hum Genet,
59(8):471-4, 2014.
Doi:
10.1038/jhg.2014.5
1, 2014.

Taguchi T 放射線科

Treatment results and prognostic factors
for advanced squamous cell carcinoma of
the hypopharynx treated with concurrent
chemoradiotherapy.

Cancer Chemother
Pharmacol, 73(6):
1147-1154, 2014.

Yoneyama T 放射線科

Staging accuracy of pancreatic cancer:
comparison between non-contrast-
enhanced and contrast-enhanced
PET/CT.

Eur J Radiol,
83(10):1734-9,
2014.

Hata M 放射線科
Radiation therapy for lymph node
metastasis from extramammary Paget’s
disease.

J Eur Acad
Dermatol Venereol,
28(7): 873-877,
2014.

Taguchi T 放射線科

 Phase II study of concurrent
chemoradiotherapy with S-1 in patients
with stage II (T2N0M0) squamous cell
carcinoma of the pharynx or larynx.

Jpn J Clin Oncol,
44(12): 1158-1163,
2014.

Hata M 放射線科
Radiation therapy for angiosarcoma of the
scalp: treatment outcomes of total scalp
irradiation with X-rays and electrons.

Strahlenther Onkol,
190(10): 899-904,
2014.

Hata M 放射線科 Iris metastasis from small-cell lung cancer.
J Thorac Oncol,
9(10): 1584-1585,
2014.

Tsukahara K 救急医学

Current experience and limitations of
extracorporeal cardiopulmonary
resuscitation for cardiac arrest in children:
a single-center retrospective study.

J Intensive Care,
2(1):68, 2014.

Hata M 放射線科

Severe retinopathy following radiation
therapy with a moderate dose for orbital
mucosa-associated lymphoid tissue
lymphoma.

Hematol Oncol,
32(4): 212-214,
2014.

Toida C 救急医学

Effectiveness of an improved medical care
system for children in a critical care
medical center: is it possible to provide an
equivalent level of trauma care for children
as we do for adult?

Acute Medicine and
Surgery, 1:170-
175, 2014.
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　計436件
(注) 1

2

3

4

(2)高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象とならない論文（任意）

番
号

1

2

3

Kobayashi N 放射線科

Comparison of 18F-
fluoride positron emission tomography and
magnetic resonance imaging in evaluating
early-stage osteoarthritis of the hip.

Nucl Med
Commun,36(1):84-
89,2015.

Minamimoto R 放射線科
Detection of breast cancer in an FDG-PET
cancer screening program: results of a
nationwide Japanese survey.

Clin Breast
Cancer,15(2):e139-
146,2015.

Hirata Y 放射線科

Correlation between mechanical stress by
finite element analysis and 18F-fluoride
PET
uptake in hip osteoarthritis patients.

J Orthop
Res,33(1):78-
83,2015.

Hata M 放射線科

Postoperative
radiation therapy for extramammary
Paget's disease.

Br J
Dermatol,172(4):10
14-1020,2015.

Yabuki K 放射線科

Predictive and prognostic value of
metabolic tumor volume (MTV) in patients
with laryngeal carcinoma treated by
radiotherapy (RT) / concurrent
chemoradiotherapy (CCRT).

PLoS
One,10(2),2015.

Torimoto I 放射線科

Renal perfusional
cortex volume for arterial input function
measured by semiautomatic segmentation
technique
using MDCT angiographic data with 0.5-
mm collimation.

AJR Am J
Roentgenol, 204(1):
98-104,2015.

Katahira-Suzuki
R

放射線科

Definitive chemo-radiotherapy for
squamous cell carcinoma of the pharynx:
impact of baseline low hemoglobin level
(<12 g/dL) and post-radiation therapy F-
18 FDG-PET/CT.

Ann Nucl
Med,29(1):
37-45,2015.

Akashita S 放射線科

Detection of pure ground-glass nodules in
the lung by low-dose multi-detector
computed tomography, with use of an
iterative reconstruction method: a
comparison with conventional image
reconstruction by the filtered back-
projection method.

Jpn J
Radiol,33(3):113-
121,2015.

　当該特定機能病院に所属する医師等が申請の前年度に発表した英語論文のうち、高度の医療技術の開
発および評価に資するものと判断されるものを七十件以上記入すること。七十件以上発表を行っている場合
には、七十件のみを記載するのではなく、合理的な範囲で可能な限り記載すること。

　報告の対象とするのは、筆頭著者の所属先が当該特定機能病院である論文であり、査読のある学術雑誌
に掲載されたものに限るものであること。ただし、実態上、当該特定機能病院を附属している大学の講座等と
当該特定機能病院の診療科が同一の組織として活動を行っている場合においては、筆頭著者の所属先が
大学の当該講座等であっても、論文の数の算定対象に含めるものであること（筆頭著者が当該特定機能病
院に所属している場合に限る）。

　「発表者の所属」については、論文に記載されている所属先をすべて記載すること。

　「雑誌名」欄には、「雑誌名」「巻数・号数」「該当ページ」「出版年」について記載すること。

雑誌名発表者氏名 発表者の所属 題名
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(注) 1

2

3

　当該医療機関に所属する医師等が申請の前年度に発表したもののうち、高度の医療技術の開発および評
価に資するものと判断される主なものを記入すること。

　「発表者の所属」については、論文に記載されている所属先をすべて記載すること。

　「雑誌名」欄には、「雑誌名」「巻数・号数」「該当ページ」「出版年」について記載すること。



(様式第 3) 

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類 

 

3 高度の医療技術の開発及び評価の実施体制 

(1)倫理審査委員会の開催状況 

① 倫理審査委員会の設置状況 ○有・無 

② 倫理審査委員会の手順書の整備状況 ○有・無 

・ 手順書の主な内容 

「臨床研究の倫理に関する手順書」として作成しており、臨床研究の実施手順からインフォーム

ドコンセント、申請にあたっての留意事項、委員会への申請方法、研究の実施などといった内容

で臨床研究に関する一連の手順を記している。 

③ 倫理審査委員会の開催状況 年６回 

（注） 1 倫理審査委員会については、「臨床研究に関する倫理指針」に定める構成である場合に

「有」に○印を付けること。  

 

 

(2)利益相反を管理するための措置 

① 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員

会の設置状況 

○有・無 

② 利益相反の管理に関する規定の整備状況 ○有・無 

・ 規定の主な内容 

利益相反委員会の設置、所掌事務、組織、自己申告書の審査について 等 

 （「公立大学法人横浜市立大学臨床研究利益相反委員会実施要綱」による） 

 ※平成27年度中をめどに、上記要綱を拡充し、「臨床研究に係る利益相反管理手順書」として

制定予定となっている。 

③ 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員

会の開催状況 

年14回 

※文書による審議を含みます。 

 

(3)臨床研究の倫理に関する講習等の実施 

① 臨床研究の倫理に関する講習等の実施状況 年３回 

 ・研修の主な内容 

・研究倫理講演会の年３回の開催 
研究倫理講演会を開催し、研究倫理申請を行う研究者には年１回以上の受講を義務付けている 
 

 



 (様式第 4) 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

1 研修の内容 

本学の研修プログラムは20を超す多彩なプログラムを有しており、大学病院の専門診療科及び専

門別センターで高度で質の高い医療に従事することができる。また、協力病院を始めとした地域

医療機関での研修によって、臨床研修に引き続きプライマリ・ケアを含めた幅広い研修も行うこ

とができる。研修期間は3年間であり、専門医取得に向けた大きな一歩となっている。 

 

2 研修の実績 

  研 修 医 の 人 数  83人 （H27年3月実績） 

（注）前年度の研修医の実績を記入すること。 

 

3 研修統括者 

研修統括者氏名 診 療 科 役 職  等 臨床経験年数 特 記 事 項        

上田 敦久 リウマチ・血液・感染症内科 准教授        ２８年  

梅村 敏 腎臓・高血圧内科 教授        ４０年  

田中 章景 神経内科 

脳卒中科 

教授        ２８年  

寺内 康夫 内分泌・糖尿病内科 教授        ２７年  

前田 愼 消化器内科 教授       ２２年  

中島 淳 消化器内科（肝胆膵） 教授        ２６年  

平安 良雄 精神科 教授        ２９年  

伊藤 秀一 小児科 教授    ２３年  

益田 宗孝 心臓血管外科 教授        ２９年  

遠藤 格 消化器・肝移植外科 教授        ３０年  

齋藤 知行 整形外科 教授        ３６年  

相原 道子 皮膚科 教授        ３４年  

矢尾 正祐 泌尿器科 教授        ３３年  

平原 史樹 産婦人科 教授        ３８年  

水木 信久 眼科 教授        ２６年  

折舘 伸彦 耳鼻咽喉科 教授        ２７年  

井上 登美夫 放射線科 教授        ３８年  

藤内 祝 歯科・口腔外科・矯正歯科 教授        ３８年  

後藤 隆久 麻酔科 教授        ２８年  

川原 信隆 脳神経外科 教授        ３３年  

水落 和也 リハビリテーション科 准教授        ３３年  

前川 二郎 形成外科 教授        ２９年  

市川 靖史 臨床腫瘍科・乳腺外科 教授        ２９年  

森村 尚登 救急部 教授        ２９年  

大橋 健一 病理部 教授        ２９年  

山崎 悦子 臨床検査部 准教授        ２４年  

(注) 1 医療法施行規則第六条の四第一項又は第四項の規定により、標榜を行うこととされている

診療科については、必ず記載すること。 

(注) 2 内科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 

(注) 3 外科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 



 

(様式第 4) 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

4 医師、歯科医師以外の医療従事者等に対する研修 

① 医師、歯科医師以外の医療従事者に対する研修の実施状況（任意） 

 ・研修の主な内容 

 ・研修の期間・実施回数 

 ・研修の参加人数 

 

② 業務の管理に関する研修の実施状況（任意） 

 ・研修の主な内容 

 ・研修の期間・実施回数 

 ・研修の参加人数 

 

③ 他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況 

・研修の主な内容 

 ・研修の期間・実施回数 

 ・研修の参加人数 

 

(注) 1 高度の医療に関する研修について記載すること。 

(注) 2 「③他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況」については、医療法施

行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的

な医療を提供する特定機能病院についてのみ記載すること。また、日本全国の医療機関に勤務

する医療従事者を対象として実施した専門的な研修を記載すること。 

 

 

 



 
(様式第 5) 

診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の管理方法に関する書類 
 

計画・現状の別 １．計画    ○２．現状  
管理責任者氏名 医療情報部長 根本 明宜 

  管理担当者氏名 医事課長 高橋 正海 ／ 総務課長 小田 英一 
 
 
   保 管 場 所       管 理  方  法 
 診療に関する諸記録 
   病院日誌、各科診療日誌、処方せん、 
   手術記録、看護記録、検査所見記録、 
   エックス線写真、紹介状、退院した患 
   者に係る入院期間中の診療経過の要約
  及び入院診療計画書 

総務課（サーバ
ー室・事務室） 
医事課（病歴室
） 
薬剤部（処方せ
ん） 

◆手術記録・看護記録・検査所見・紹介状

・入院要約・入院診療計画書：紙媒体（病

歴室管理）→1患者/1カルテファイル/外来

/1入院歴、電子媒体（サーバー室管理）→

1患者/1カルテレコード 

◆エックス線写真：フィルム媒体（病歴室

管理）→1患者/1フィルム袋/1外来/1入院

、電子媒体（サーバー室管理）→1患者/1

検査日時/モダリティ 
 病院の管理 
 及び運営に 
 関する諸記 
 録 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 従業者数を明らかにする帳
簿 

職員課  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 高度の医療の提供の実績 医事課(病歴室) 
 高度の医療技術の開発及び 
 評価の実績 

各診療科 

 高度の医療の研修の実績 各診療科 
 閲覧実績 各関係部署 
 紹介患者に対する医療提供 
 の実績 

医事課(病歴室) 

 入院患者数、外来患者及び 
 調剤の数を明らかにする帳
簿 

総務課 
薬剤部 

第規
一則 
号第 
に一 
掲条 
げの 
る十 
体一 
制第 
の一 
確項 
保各 
の号 
状及 
況び 
 第 
 九 
 条 
 の 
  二 
  十 
  第 
  一 
  項 

 医療に係る安全管理
のための指針の整備状
況 

医療安全管理室  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 医療に係る安全管理
のための委員会の開催
状況  

医療安全管理室 

 医療に係る安全管理
のための職員研修の実
施状況 

医療安全管理室 

 医療機関内における
事故報告等の医療に係
る安全の確保を目的と
した改善のための方策
の状況 

医療安全管理室 

 専任の医療に係る安
全管理を行う者の配置
状況 

医療安全管理室 

 専任の院内感染対策
を行う者の配置状況  

感染制御部 

医療に係る安全管理を
行う部門の設置状況 

医療安全管理室 

 当該病院内に患者か
らの安全管理に係る相
談に適切に応じる体制

医事課（患者相
談窓口） 



 
 
 

 
 
 

の確保状況  

   保 管 場 所       管 理  方  法 
 病院の管理 
 及び運営に 
 関する諸記 
 録 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 規
 則 
 第 
 一 
 条 
 の 
 十 
 一 
 第 
 一 
 項 
 各 
 号 
 及 
 び 
 第 
 九 
 条 
 の 
 二
 十 
 三 
  第 
  一 
  項 
  第 
 一 
 号 
 に 
  掲 
  げ 
  る 
  体 
  制 
  の 
  確 
  保 
  の 
  状 
  況 
 
 
 
 

 院内感染のための指
針の策定状況 

感染制御部  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 院内感染対策のため
の委員会の開催状況  

感染制御部 

 従業者に対する院内
感染対策のための研修
の実施状況  

感染制御部 

 感染症の発生状況の
報告その他の院内感染
対策の推進を目的とし
た改善のための方策の
実施状況  

感染制御部 

 医薬品の使用に係る
安全な管理のための責
任者の配置状況  

薬剤部 

 従業者に対する医薬
品の安全使用のための
研修の実施状況  

薬剤部 

 医薬品の安全使用の
ための業務に関する手
順書の作成及び当該手
順書に基づく業務の実
施状況   

薬剤部 

 医薬品の安全使用の
ために必要となる情報
の収集その他の医薬品
の安全使用を目的とし
た改善のための方策の
実施状況 

薬剤部 

 医療機器の安全使用
のための責任者の配置
状況 

集中治療室 

 従業者に対する医療
機器の安全使用のため
の研修の実施状況 

総務課 

 医療機器の保守点検
に関する計画の策定及
び保守点検の実施状況 

総務課 

 医療機器の安全使用
のために必要となる情
報の収集その他の医療
機器の安全使用を目的
とした改善のための方
策の実施状況 

総務課 

(注)「診療に関する諸記録」欄には、個々の記録について記入する必要はなく、全体としての管理
方法の概略を記入すること。また、診療録を病院外に持ち出す際に係る取扱いについても記載する
こと。 

 
 
 



(様式第 6) 

病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法に関する書類 

 

○病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法 

     計画・現状の別  １．計画    ○ ２．現状  

 閲 覧 責 任 者 氏 名              医療情報部長 根本 明宜 

 閲 覧 担 当 者 氏 名              医事課長 高橋 正海 ／ 総務課長 小田 英一 

 閲覧の求めに応じる場所              不定 

 閲覧の手続の概要 

申込用紙（所属・氏名・ID・利用目的等）を提出し、内容を確認後、2週間を目途に貸出を行う。 

 

(注)既に医療法施行規則第 9条の 20 第 5 号の規定に合致する方法により記録を閲覧させている病院

は現状について、その他の病院は計画について記載することとし、「計画・現状の別」欄の該当

する番号に〇印を付けること。 

 

 

〇病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧の実績 

   前 年 度 の 総 閲 覧 件 数    延     ―   件 
  閲 覧 者 別   医        師    延         件 

  歯  科  医  師    延         件 
      国    延         件 
  地 方 公 共 団 体    延         件 

(注)特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入する必要はないこと。 

 



 
 
 

 
 

（様式第 6） 

 

規則第１条の１１第１項各号及び第９条の２３第１項第１号に掲げる体制の確保の状況 

 
 
① 医療に係る安全管理のための指針の整備状況 

 
    ○有・無 

 ・ 指針の主な内容： 

1. 医療安全管理の基本方針 

2. 医療安全管理のための組織体制 

3. 医療安全のための職員研修 

4. 報告および再発防止、レベル3ｂ以上の事象が発生した場合の対応 

5. 患者さん・家族と医療従事者間の情報の共有によるインフォームド・コンセント 

6. 患者相談窓口 

7. その他医療安全の推進 

8. 本基本指針の改正 

 
② 医療に係る安全管理のための委員会の開催状況 

 
     年25回 

（安全管理対策委員会12回、リスクマネジャー会議13回） 

 ・ 活動の主な内容 

安全管理対策委員会 ：院内医療安全の方針を協議決定 

 リスクマネジャー会議：安全管理対策委員会の方針周知 

               リスクマネジャーによるグループワーク 

               安全課題検討 

 
③ 医療に係る安全管理のための職員研修の実施状況 

 
     年143回 

 

 ・ 研修の主な内容：医療安全に関する講演会、TeamSTEPPS研修、 

新採用・転入者職員医療安全研修、人工呼吸器研修、 

その他医療安全に関する研修 

 
④ 医療機関内における事故報告等の医療に係る安全の確保を目的とした改善のための方策の状況 

   ・ 医療機関内における事故報告等の整備 （ ○有・無 ） 

   ・ その他の改善のための方策の主な内容： 

1. インシデントシステムを用いた院内のインシデント報告の収集を実施 

2. 収集したインシデントの問題点を分析し対応を行う 

3. 職種横断的な対応が必要な案件は複数のリスクマネジャーによる事例の検討を行う 

4. インシデントの件数、事故報告等は医療機能評価機構へ報告し、広く情報共有する 



 
 
 

 
 
⑤ 専任の医療に係る安全管理を行う者の配置状況 

 
○有（3名）・無 

 
⑥ 専任の院内感染対策を行う者の配置状況 

 
○有（2名）・無 

 
⑦ 医療に係る安全管理を行う部門の設置状況 

 
    ○有・無 

  ・ 所属職員： 専任（4）名 兼任（1）名 

 ・ 活動の主な内容： 

1. 事例対応 

2. インシデント報告の把握 

3. 協議：安全管理対策委員会の運営 

4. 周知：リスクマネジャー会議の運営、広報、院内巡視 

5. 教育：医療安全講演会、研修会の企画運営 

 
⑧ 当該病院内に患者からの安全管理に係る相談に適切に応じる体制の確保状況 

 
     ○有・無 
 

 
（様式第 6） 
 

院内感染対策のための体制の確保に係る措置 
 
 
① 院内感染対策のための指針の策定状況 

 
   ○有・無 

 
  ・ 指針の主な内容： 
 

1. 委員会等の組織に関する基本的事項 
2. 職員研修に関する基本方針 
3. 感染症の発生状況の報告に関する基本方針 
4. 院内感染発生時の対応に関する基本方針 
5. 病院感染対策マニュアルに関する基本方針 
6. 患者等に対する当該指針の閲覧に関する基本方針 

 
② 院内感染対策のための委員会の開催状況 

 
年17回 

 
  ・ 活動の主な内容： 
 

1. 医療関連感染防止等についての検討 
2. 感染症発生状況の把握 
3. 発生時及び防止のための迅速な対応を行うための審議・検討 
4. 感染対策マニュアル等の検討 
5. 環境ラウンド・感染対策推進部会の活動把握 

 
③ 従業者に対する院内感染対策のための研修の実施状況 

 
年48回 

 
 ・ 研修の主な内容： 
 

1.    手指衛生サーベイランス報告会、エビデンスに基づく感染対策の推進、冬の感
染対策、抗菌薬について（全職員） 

2. 標準予防策 感染実習 感染管理・ミキシング、処置別研修（新人看護師・研修医） 
3. 感染対策の実際（感染対策推進部会） 
4. 清掃時の手指衛生と病院清掃のコツ、院内感染防止と自分の身を守るための検体回収

・搬送業務について、手指衛生と咳エチケット（清掃業者・事務） 
5.リハビリテーションの感染対策、放射線部の感染対策、看護助手業務の感染対策、個人
防護具の着用方法など（部署） 

 



 
 
 

 
④ 感染症の発生状況の報告その他の院内感染対策の推進を目的とした改善のための方策の状況 
 
  ・ 病院における発生状況の報告等の整備        （ ○有・無 ） 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 

病棟別菌発生頻度、材料別発生頻度、主要分離菌の検出と推移など臨床検査部から感染症レポー
トを報告している。院内で感染症が発生した場合、感染制御部に一報を入れる。感染制御部は、ラ
ウンド等で状況把握に努め、助言・指導し、必要に応じて臨時感染対策委員会を開催し対応を検討
する。 

 
 
 
 
（様式第 6） 
 

医薬品に係る安全管理のための体制の確保に係る措置 
 
 
① 医薬品の使用に係る安全な管理のための責任者の配置状況 

 
   ○有・無 

 
② 従業者に対する医薬品の安全使用のための研修の実施状況 

 
     年６回 

 
 ・ 研修の主な内容： 

1. 「エラー防止に向けた処方オーダについて」：4/3 112名 
2. 「新規採用オピイド製剤について」：4/4 89名 
3. 「薬剤部の役割」：4/9 126名 
4. 「麻薬の取り扱いについて」：5/22 35名 
5. 「抗がん剤処方について」：6/5 25名 
6. 「周術期抗菌薬について」：H27/2/3 54名 

 
 
③ 医薬品の安全使用のための業務に関する手順書の作成及び当該手順書に基づく業務の実施状況 
 
 ・ 手順書の作成        （ ○有・無 ） 
 ・ 業務の主な内容： 

1. 手順書の一部改正 
 医薬品の禁忌・適応外使用に関する規定を追加 
 「人体への使用禁」シール貼付薬剤（薬物）に関する規定を追加 
 調剤業務・充填業務におけるシステム・専用端末を用いた運用を追加修正 
 医薬品情報提供に関して臨床部長会における安全性情報周知を追加 

 
2. 手順書に基づく業務チェックリスト作成と実施 

 
 
④ 医薬品の安全使用のために必要となる情報の収集その他の医薬品の安全使用を目的とした改善
  のための方策の実施状況 
 
  ・ 医薬品に係る情報の収集の整備        （ ○有・無 ） 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
 

1. アンジオテンシンⅡ受容体拮抗剤（ARB）及びアンジオテンシン変換酵素（ACE）阻害剤の
妊婦・胎児への影響について（PMDAからの医薬品適正使用のお願い 

2. ） 
3. 安全性速報（ブルーレター）：ソブリアード®カプセルによる高ビリルビン血症について 
4. 安全性速報（ブルーレター）：ラミクタール®錠による重篤な皮膚障害について 
5. 腫瘍用薬処方時の体重間違い（医療安全性情報No.104） 
6. 「オキシトシン注射液」「ジノプロスト注射液」適正使用のお願い 
7. 「ヘプセラ®錠」適正使用のお願い 

 
 
 
 
 



 
 
 

 
 
（様式第 6） 
 

医療機器に係る安全管理のための体制の確保に係る措置 
 
 
① 医療機器の安全使用のための責任者の配置状況 

 
   ○有・無 

 
② 従業者に対する医療機器の安全使用のための研修の実施状況 

 
     年84回 

 
 ・ 研修の主な内容： 

特に指定する8品目（①人工心肺装置及び補助循環装置、②人工呼吸器、③血液浄化装置、④除
細動装置、⑤閉鎖式保育器、⑥診療用高エネルギー放射線発生装置、⑦診療用放射線照射装置、
⑧麻酔器）の医療機器の安全使用に関する研修を年2回程度定期的に行い、新規導入医療機器は
当該医療機器を使用する予定の者に対する研修を行い、実施内容を記録、医療機器安全管理責任
者に報告する 

 
 
③ 医療機器の保守点検に関する計画の策定及び保守点検の実施状況 
 
 ・ 計画の策定        （ ○有・無 ） 
 ・ 保守点検の主な内容： 
 

特に指定する8品目の医療機器のメーカーによる年間保守点検およびMEセンターによる 
   定期点検の実施。 
 
 
④ 医療機器の安全使用のために必要となる情報の収集その他の医療機器の安全使用を目的とした
  改善のための方策の実施状況 
 
  ・ 医療機器に係る情報の収集の整備        （ ○有・無 ） 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
 

1. 厚生省ホームページ及びPMDA、メーカー通知等の情報を関連部署へ通知 
2. 必要に対応した研修の実施 
3. 簡易取扱説明書の作成及び機器への添付 
4. DVDを作成し貸出 
5. e-learningによる研修の実施 

 

 



(様式第 7) 

専門性の高い対応を行う上での取組みに関する書類（任意） 

 

 

1  病院の機能に関する第三者による評価 

① 病院の機能に関する第三者による評価の有無 ○有・無 

 ・評価を行った機関名、評価を受けた時期 

日本医療機能評価機構から病院機能評価Ver.6.0にて認定を受ける。（平成24年1月21日） 

 

 

(注)医療機能に関する第三者による評価については、日本医療機能評価機構等による評価があるこ

と。 

 

 

2  果たしている役割に関する情報発信 

① 果たしている役割に関する情報発信の有無 ○有・無 

 ・情報発信の方法、内容等の概要 

病院ホームページでの情報提供、広報誌「With」の発行、エクステンション講座の開講 

 

 

 

 

3  複数の診療科が連携して対応に当たる体制 

① 複数の診療科が連携して対応に当たる体制の有無 ○有・無 

 ・複数の診療科が連携して対応に当たる体制の概要 

キャンサーボードの開催、チームステップス研修の実施、NST・RSTの活動 

 

 

 

 

 



 

(様式第 8)  

                                                                    附 総 第 832 号  

平成 27 年 10 月 2 日  

 

  厚生労働大臣 塩崎 恭久 殿 

 

開設者名 公立大学法人横浜市立大学    

 理事長 二見 良之   (印) 

 

横浜市立大学病院の昨年度の業務報告において提出した年次計画の経過について 

 

 標記について、医療法施行規則（昭和 23 年厚生省令第 50 号）第 9 条の 20 第 6 号ロ及び第 7 号ロの

規定に基づき、次のとおり提出します。 

 

記 

1 提出した年次計画の項目 

１紹介率・逆紹介率 ○２標榜する診療科 ３専門の医師の配置 ４論文発表 

（注）上記のいずれかを選択し、番号に○を付けること。 

 

2 昨年度および今年度の実績 

昨年度提出した年次計画書での報告事項 

（実績及び予定措置） 

今年度の実績及び承認要件を満たしていない場

合の理由 

現在、救急部として運用を行っている部署につい

て、救急科への所属変更や病院情報システムへの

新規登録等を実施し、平成２７年度中に救急科の

標榜を行う予定。 

 

平成27年8月1日から、救急科を標榜した。 

（注）1 左欄には、昨年度の業務報告において様式第８として報告した事項を記載すること。 

2 右欄には、今年度の実績及び、承認要件を満たしていない場合はその理由を記載すること。 

 

3 今後の具体的措置 

 

（注）本年度も承認要件を満たしていない場合、2で記載した事項以外の更なる措置を記載すること。 


